
平成 25 年度 

かすみがうら市事業仕分け 
 

日  時   平成 25 年 8 月 10 日（土） 

午前 9時 30 分から （午後 4時頃終了予定） 

場  所   かすみがうら市 あじさい館 会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

傍聴される皆様へ 

１．スケジュールの時間は、議事の進行により多少前後することがあります。 

２．手荷物貴重品は、各自で管理を行ってください。 

３．仕分け作業中は、静かに傍聴してください。会場への入退場・座席の移動は自由です

が、仕分け作業の妨げにならないようにお願いします。 

４．会場内での携帯電話は、マナーモードにするか電源をお切りください。 

５．施設内は、禁煙となっておりますので、定められた場所以外での喫煙は御遠慮くださ

い。 

６．仕分け作業の内容に対して批評を述べることや、拍手やその他の方法により、賛成、

反対などの意向を表明することはしないでください。。 

７．会場内に、傍聴者の意思を表明するもの（ノボリ・旗・プラカード・横断幕など）を

持ち込まないでください。 

８．傍聴者からの質問は、一切受け付け出来ませんので御了承ください。 

９．今回の仕分けの結果が、市の最終判断となるものではありません。 

10．報道関係者が取材に入る可能性があります。会場内の様子がテレビや新聞などで紹

介される場合もありますので、御了承ください。 

11．その他、事業仕分け作業の支障となるような行為はしないでください。 

 

※これらの事項を守っていただけない場合や、コーディネーターや事務局の指

示に従がっていただけない場合は、退場していただくこともあります。 

※今後の業務運営の参考とさせていただきますので、アンケートに御協力をお

願いいたします。アンケートは、投函箱へ投入してください。 
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進行状況により、時間帯が前後する場合があります。 

平成 25 年度 事業仕分け対象事業タイムスケジュール 

 

開会式      9：20～ 

講評及び閉会式 15：30～ 

 
 

 

事業番号 時 間 事 業 名 担当課 

1－1 

1－2 
 9:30～10:40 

農用地利用集積特別対策事業 

農業振興事業 

農業委員会 

農林水産課 

2－1  10:55～12:00 地域ケアシステム推進事業 長寿福祉課 

3－1 

3－2 
 13:00～15:00 

霞ヶ浦地区公民館管理事業 

公民館活動推進事業 
霞ヶ浦公民館 
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仕分け人名簿 

                            （敬 称 略） 

役   割 氏   名 所属等 

コーディネーター 伊 藤
い と う

 伸
しん

 構想日本 総括ディレクター 

仕分け人 

片 山
か た や ま

 清
きよ

宏
ひろ

 
慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科

修士課程 

川 嶋
か わ し ま

 幸 夫
ゆ き お

 構想日本 政策担当ディレクター 

百 瀬
も も せ

 治 彦
は る ひ こ

 山梨県総務部税務課企画担当 

山 本
や ま も と

 薫
かおる

 
元内閣府 規制・制度改革担当事務局 職員 

/ 民間企業 

島
しま

田
た

 卓
たく

光
みつ

 市民仕分け人 

小
こ

嶋
じま

 秀
ひで

和
かず

 市民仕分け人 

※コーディネーター及び仕分け人は、都合により変更になる場合があります。（H2５.7.２９現在） 
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かすみがうら市の事業仕分けについて 

 

  (1) 目的 

「事業仕分け」は、市が行っている個々の事務事業について、抽象論ではなく必要性

や実施方法が適切かどうかを、公開の場で議論し評価します。 

その事業に無駄がないか、さらに良い事業とするためにはどうすれば良いかなどにつ

いて、成果やコストなど客観的な数値をもとに議論を行い、事業を見直し、市民の皆様

と市政の情報を共有するものです。 

 

(2) 基本的な考え方 

各事務事業の必要性や実施方法等の妥当性について、事業そのものの必要性や、適切

な実施主体、効果的・効率的な実施方法といった観点から評価を行います。 

 

（構想日本資料から） 

 

 (3) その他 

事業仕分けを行うにあたっては、国や自治体において事業仕分けをコーディネー

トするなど多くの実績がある「構想日本」の協力を受けて開催します。  

 

 (4) 実施方法 

一般的な仕分け作業の流れは、１事業あたり 40 分程度を目安として、公開の場

で市職員が事業シートに基づいて事業の概要等を説明し、仕分け人との質疑応答や

議論を行います。 
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その後、仕分け人と市民判定人が、「そもそも必要ない」「民間で実施すべき」「国・

県・広域で実施すべき」「市で行うが改善すべき」「市で現行どおり実施すべき」な

どの評価を行います。  

この評価結果は、その事業に対する最終判断ではありません。評価の結果を尊重

しつつ、市の内部で一つひとつ検証し活用していきます。 

※今回の事業仕分けについては、テーマを設け、関連事業として複数事業を選定し

ているため、時間配分については下表と異なります。 

 

   一般的な作業の流れ 

 

（構想日本資料から） 

 

 (5) 作業体制 

・コーディネーター 1人（「構想日本」のメンバー） 

・仕分け人 6人（「構想日本」のメンバー4人、市で選んだメンバー2人） 

・市民判定人 ２５人程度 （２０歳以上の市民から無作為に抽出した１０００人に

案内状を送付し、参加者を募り、申込みをされた方にお願いしています。） 

 

 (6) 対象事業の決定 

本年度の事業仕分けでは、「事業の再編・整理、選択と集中」を目的とし、テーマ
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を設け、関連事業を選定しました。また、事務事業の内容に応じ、さらに細事業に

着目し、対象事業を選定しています。 

 

 (7) 仕分け結果の活用 

「事業仕分け」を実施する目的は、外部の視点からの議論を通じて事業のあり方

を見つめ直していくことです。 

「事業仕分け」の結果は、市の最終判断ではありません。結果を参考に、各事業

の今後のあり方について検証を行い、現段階での市としての方向性を定めます。 
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構
想
日
本
と
は

 

 
構
想
日
本
は
、
“政
策
ベ
ン
チ
ャ
ー
”と
自
称
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
官
庁
だ
け
が
担
っ
て
き
た
“政
策
市
場
”に
競
争
を
持
ち

込
み
、
カ
ツ
を
入
れ
よ
う
と
い
う
意
味
で
す
。

 

 
政
策
と
は
国
の
運
営
の
図
面
だ
か
ら
、
基
本
的
な
考
え
方
や
戦
略
が
大
切
で
す
。
私
た
ち
の
生
活
を
大
い
に
左
右
す
る
か
ら

日
常
の
“眼
”も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
、
経
営
者
の
判
断
と
現
場
の
経
験
の
両
方
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
今
の
日
本
の
政

策
に
は
ど
ち
ら
も
が
欠
け
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
政
策
は
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
多
く
の
「提
言
」や
「公
約
」は
実
現
し
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

構
想
日
本
は
“こ
こ
”を
何
と
か
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
他
に
お
手
本
は
な
い
。
だ
か
ら
毎
日
大
変
な
の
で
す
。
よ
ほ
ど

の
「本
気
」と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。

 

 
そ
れ
で
も
多
く
の
人
達
が
「本
気
」の
知
恵
や
お
金
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
集
ま
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
が

J
a

p
a

n
 I

n
it
ia

ti
v
e

 

の
名
前
の
由
縁
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
世
の
中
を
動
か
し
て
い
く
に
は
、
構
想
日
本
に
は
ま
だ
ま
だ
知
恵
も
力
も
不
足
し
て
い

ま
す
。

 

 
家
族
へ
の
思
い
、
世
の
中
へ
の
思
い
、
世
界
や
自
然
や
未
来
へ
の
思
い
。
様
々
な
思
い
を
政
策
に
変
え
、
そ
し
て
世
の
中
を

動
か
し
て
行
き
ま
せ
ん
か
。
会
員
と
し
て
、
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
と
し
て
、
あ
な
た
も
構
想
日
本
に
参
加
し
て
下
さ
い
。
あ
な

た
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
日
本
が
動
く
の
で
す
。

 

 

構
想
日
本
代
表

 
加
藤
秀
樹
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構
想
日
本
と
は

 


独
立
・非
営
利
の
団
体
で
す

 

• 
会
員
か
ら
の
会
費
で
経
費
を
賄
い
、
政
党
な
ど
か
ら

の
受
託
ビ
ジ
ネ
ス
は
し
ま
せ
ん
。

 
 


変
革
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す

 

• 
様
々
な
分
野
で
世
の
中
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
た
ち
の
思
い
と
知
恵
を
結
集
し
て
政
策
を
つ
く
り
ま
す

。
（
ス
タ
ッ
フ
の
数
は
少
な
く
て
も
、
様
々
な
政
策
課
題
に

同
時
に
取
り
組
め
る
の
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
お
か

げ
で
す
）
 


政
策
の
「あ
る
べ
き
姿
」を
具
体
的
に
提
言
し
ま
す

 

• 
単
な
る
政
策
批
判
や
抽
象
的
な
理
想
論
で
は
な
く
、

具
体
的
な
問
題
点
や
仕
組
み
を
熟
知
す
る
人
た
ち
と
議

論
を
尽
く
し
、
実
行
可
能
な
政
策
提
案
を
行
い
ま
す
。

 
 


提
言
に
と
ど
ま
ら
ず
「日
本
を
変
え
る
」た
め
に
力

を
尽
く
し
ま
す

 

• 
政
策
実
現
の
た
め
に
政
治
家
に
働
き
か
け
、
様
々
な

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
多
く
の
人
へ
働
き
か
け
ま
す
。
動
い
て

初
め
て
、
提
言
が
実
現
に
近
づ
く
の
で
す
。

 

 
2

 

省
庁
の
再
編

 
－
各
省
設
置
法
の
改
正
－

 
 

活
動
成
果
の
例

 

年
金
制
度
改
革

 
－
制
度
全
体
の
見
直
し
－

 

公
益
法
人
・寄
付
税
制
改
革

 
－
新
制
度
の
成
立
－

 

政
治
資
金
改
革

 
－
情
報
公
開
の
徹
底

(政
治
資
金
法
改
正

)－
 

地
方
分
権
改
革

 
－
法
律
か
ら
条
例
へ
の
授
権
提
言
な
ど
－

 

事
業
仕
分
け
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実
施
し
た
自
治
体
で
着

実
に
成
果
を
出
す
こ
と
で

様
々
な
地
域
に
浸
透
。

 

実
施
を
希
望
す
る
自
治

体
が
増
加
。

 

行
政
刷
新
会
議

 
（

2
0

0
9
年
）

 
民
主
党
政
権
が
行
政
刷
新

会
議
を
設
置
し
、
事
業
仕

分
け
を
実
施
。

 

前
例
の
な
い
試
み
に
よ
っ

て
、
国
民
の
圧
倒
的
支
持

（
7
～

8
割
）。

 
2

0
1

2
年

1
2
月
ま
で
に
合
計

6
回
の
仕
分
け
を
実
施
。

 

自
民
党

 
無
駄
撲
滅

P
T 

（
2

0
0

8
年
）

 
自
民
党
の
「無
駄
撲
滅
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」の
河

野
太
郎
班
が
事
業
仕
分

け
（政
策
棚
卸
し
）を
実

施
。
実
施
７
年
目
で
つ
い

に
国
の
事
業
が
仕
分
け

対
象
に
。

 

そ
の
後
、
民
主
党
で
も
全

省
対
象
に
事
業
仕
分
け

の
手
法
を
用
い
て
事
業

を
精
査
。
特
に
国
交
省
、

農
水
省
は
締
め
括
り
と
し

て
公
開
で
実
施
。

 

事
業
仕
分
け
年
表

 

 予
算
事
業

か
ら

2
0
～

1
0

0
事
業
程

度
を
抽
出
し
、

１
事
業
あ
た

り
3

0
分
程
度

で
仕
分
け
る

よ
う
に
。

 

（選
択
事
業

仕
分
け
） 

 現
実
論
も
加

味
し
、
改
善

提
案
も
出
す

よ
う
に
な
っ

た
。

 

2
0

0
2
年

 
現
場
目
線
で
の
行

財
政
改
革
の
実
現

と
、
国
の
自
治
体

へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
（関
与
・規
制
）

の
あ
ぶ
り
出
し
を

目
的
に
、
事
業
仕

分
け
を
ス
タ
ー
ト
。

 

一
般
会
計
事
業
全

て
を
、

1
事
業
あ
た

り
数
分
の
仕
分

け
。
（全
事
業
仕

分
け
）

 

自
治
体
行
政
の
全

体
像
が
把
握
で
き

た
。
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1
0

 
1

2
 

1
5

 
1

8
 

2
2

 
3

6
 

5
7

 

1
0

6
 

1
4

1
 

1
7

1
 

1
7

4
 

2
0

0
2
年

 
2

0
0

3
年

 
2

0
0

4
年

 
2

0
0

5
年

 
2

0
0

6
年

 
2

0
0

7
年

 
2

0
0

8
年

 
2

0
0

9
年

 
2

0
1

0
年

 
2

0
1

1
年

 
2

0
1

2
年

 
2

0
1

3
年

 

市
民
判
定
人

 
（

2
0

1
1
年
～
）

 
仕
分
け
人
の
議
論
を
聞
き
、

無
作
為
で
抽
出
さ
れ
た
市
民

が
判
定
す
る
「市
民
判
定
人

方
式
」が
主
流
な
手
法
に
。

2
0

1
2
年
末
ま
で
に

4
0
自
治

体
で

5
5
回
実
施
。

 

行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー

 
（

2
0

1
0
年
～
）

 
政
府
の
実
施
す
る
全
て
の
事
業
が

シ
ー
ト
化
さ
れ
、
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
。

2
0

1
1
年
度
か
ら
本
格
実
施
（2

0
1

0年

度
試
行
）。
自
民
党
政
権
に
交
代
後

も
継
続
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

【
事
業
仕
分
け
実
施
自
治
体
数
（
累
計
）の
推
移
】
 

自
治
体
数
：1

0
2
団

体
 

実
施
回
数
：1

7
4
回

 

（2
0

1
3
年

7
月

1
6
日
現

在
） 議
会

 
地
方
議
会
で
は
会
派
主

催
の
事
業
仕
分
け
が

2
0

0
9
年
の
京
都
府
か
ら

ス
タ
ー
ト
。

2
0

1
2
年
末
ま

で
に

7
議
会
の
会
派
で

1
4
回
実
施
。

 

 国
会
で
は

2
0

1
1
年
に
衆

議
院
の
決
算
行
政
監
視

委
員
会
に
お
い
て
、
行
政

事
業
レ
ビ
ュ
ー
の
シ
ー
ト

を
基
に
、
外
部
の
仕
分
け

人
（
参
考
人
）
を
交
え
て

事
業
仕
分
け
を
実
施
。
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事
業
仕
分
け
と
は

 

 １
．
事
業
仕
分
け
は
手
段
で
あ
る

 

事
業
仕
分
け
は
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
が
目
的
だ
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
事
業
仕
分
け
は
手
段
で
あ
り
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
だ
け

 

が
目
的
で
は
な
い
。
事
業
仕
分
け
は
「
使
い
よ
う
」
で
あ
る
。

 

 ２
．
事
業
仕
分
け
は
事
前
査
定
で
は
な
く
事
後
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
る

 

ど
れ
だ
け
「
き
れ
い
な
」
計
画
や
趣
旨
説
明
が
あ
っ
て
も
、
実
際
に
ど
う
お
金
が
使
わ
れ
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク

 

し
な
け
れ
ば
、
そ
の
事
業
が
役
に
立
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
が
事
業
仕
分
け
の
役
割
。

 

 ３
．
事
業
仕
分
け
が
目
指
す
の
は
民
主
主
義
の
健
全
化
で
あ
る

  

形
式
で
は
な
い
実
質
的
な
「
公
開
性
」
と
「
外
部
性
」
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識
を
持
つ
き
っ
か
け
に

 

な
る
。
そ
こ
か
ら
、
行
政
や
議
会
が
再
び
動
き
、
民
意
が
政
治
・
行
政
に
反
映
さ
れ
始
め
る
。
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事
業
仕
分
け
の
５
原
則

 

①
議
論
対
象
の
具
体
化
（
事
務
事
業
レ
ベ
ル
で
の
議
論
）
 

 
抽
象
的
な
議
論
や
結
論
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、
で
き
る
限
り
細
か
な
レ
ベ
ル
の
事
業
を
対
象
に
議
論
す
る
。

  

 

②
外
部
か
つ
現
場
の
視
点

 

実
際
の
お
金
の
使
わ
れ
方
を
熟
知
し
て
い
る
外
部
の
識
者
や
経
験
者
（リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
つ
現
場
の
人
）が
、
仕
分
け
人
（評
価

 

者
）
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
行
政
内
部
で
の
議
論
で
は
出
て
こ
な
か
っ
た
論
点
が
生
ま
れ
る
。

 

 

③
全
面
公
開

  

誰
も
が
事
業
仕
分
け
を
傍
聴
で
き
る
よ
う
全
面
公
開
で
行
う
。
住
民
に
開
か
れ
た
場
で
議
論
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
張
感
、
結
論
へ

 

の
責
任
感
が
生
ま
れ
る
。
ま
た
傍
聴
す
る
住
民
の
側
も
、
事
業
内
容
や
予
算
の
使
わ
れ
方
を
知
る
こ
と
で
行
政
に
対
し
て
「
当
事

 

者
意
識
」
や
信
頼
感
の
醸
成
の
き
っ
か
け
と
な
る
。

 

 

④
「
事
業
シ
ー
ト
」
の
作
成

 

事
業
の
目
的
や
内
容
、
成
果
目
標
な
ど
が
具
体
的
か
つ
端
的
に
記
載
さ
れ
、
統
一
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
行
政
の
事
業
を
比
較
で
き
る

 

「
事
業
シ
ー
ト
」
を
作
成
す
る
。
事
業
シ
ー
ト
は
様
々
な
論
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
の
入
口
と
な
る
。

 

 

⑤
明
確
な
結
論

 

最
終
的
に
一
定
の
結
論
を
出
す
。
公
開
の
場
で
明
確
な
結
論
を
出
す
こ
と
で
、
改
革
す
べ
き
内
容
が
住
民
、
国
民
に
明
ら
か
に
な

 

り
、
そ
の
実
現
に
直
結
す
る
。
ま
た
、
仕
分
け
の
結
論
の
対
す
る
最
終
判
断
は
首
長
や
議
会
の
責
任
で
あ
る
た
め
、
結
論
を
入
口

 

と
し
て
、
そ
の
後
の
内
部
で
の
議
論
を
喚
起
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

 

5
 

こ
れ
ら
の
“
５
原
則
”
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
「事
業
仕
分
け
」
と
は
呼
べ
な
い
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8
 

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

 

 事
業
仕
分
け
で
、
よ
く
議
論
に
な
る
ポ
イ
ン
ト

 

 


行
政
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
再
確
認
、
自
治
体
の
方
向
性
の
把
握

 


目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
、
目
的
達
成
の
た
め
の
有
効
な
手
段
か

 


効
果
の
検
証
は
な
さ
れ
て
い
る
か
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
で
確
認

 


適
正
な
受
益
者
負
担
か
、
受
益
者
・地
域
な
ど
の
偏
在
は

 


他
部
署
・他
自
治
体
・国
の
重
複
は
な
い
か
、
広
域
の
視
点
で

 


将
来
に
わ
た
る
費
用
を
フ
ル
コ
ス
ト
で
把
握
し
て
い
る
か

 


公
共
施
設
は
全
体
の
最
適
化
を
図
っ
て
い
る
か

 


出
資
法
人
等
へ
の
委
託
・補
助
は
適
正
か
、
民
業
圧
迫
が
な
い
か

 


市
民
の
自
立
を
阻
ん
で
い
な
い
か
、
依
存
型
市
民
養
成
で
は
な
い
か

 


信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
・
根
拠
に
基
づ
い
た
論
理
的
思
考
か

 

日
ご
ろ
意
識
し
て
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
答
え
ら
れ
る
こ
と
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参
考
：
「
事
業
仕
分
け
」
へ
の
よ
く
あ
る
疑
問
や
指
摘

 

よ
く
あ
る
疑
問
や
指
摘

 
疑
問
・指
摘
へ
の
答
え

 

「
わ
が
街
の
こ
と
や
過
去
の
経
緯
を
知
ら
な
い

よ
そ
者
に
、
ま
と
も
な
判
断
が
で
き
る
の
か
。
」

 

    「
公
開
の
場
で
は
言
え
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で

は
。
」

 

   「
短
時
間
の
議
論
で
結
論
を
出
す
の
は
乱
暴
で

は
な
い
か
。
」

 

  「
『
不
要
』と
仕
分
け
ら
れ
た
の
に
翌
年
度
継
続

し
て
い
る
。
事
業
仕
分
け
の
意
味
が
な
い
の

で
は
。
」

 

 
外
部
の
眼
が
入
る
こ
と
で
、
利
害
関
係
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
議
論

が
可
能
。
ま
た
、
「同
業
他
者
」で
あ
る
他
の
自
治
体
の
職
員
が
入
る
こ
と
で
、
外

か
ら
は
見
え
に
く
い
問
題
点
も
議
論
の
対
象
に
で
き
る
。

 


市
民
仕
分
け
人
、
市
民
判
定
人
な
ど
で
地
域
の
声
を
活
か
す
仕
組
み
を
導
入
。

 


事
業
仕
分
け
は
政
策
議
論
で
は
な
い
。
お
金
の
使
い
方
の
チ
ェ
ッ
ク
。
政
策
論
こ

そ
、
議
会
や
庁
内
で
実
施
す
べ
き
。

 

 


税
金
の
使
い
道
は
公
開
で
住
民
に
説
明
す
る
こ
と
が
原
則
。

 


公
開
の
場
で
結
論
を
出
す
こ
と
が
、
そ
の
後
の
実
行
を
促
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

 


公
開
だ
か
ら
こ
そ
、
議
論
の
緊
張
感
、
結
論
へ
の
責
任
感
が
生
ま
れ
、
「
で
き

レ
ー
ス
」
も
避
け
ら
れ
る
。

 

 


限
ら
れ
た
時
間
で
の
端
的
な
や
り
と
り
だ
か
ら
こ
そ
課
題
が
明
確
に
な
る
。

 


仕
分
け
の
時
間
だ
け
で
は
な
く
事
前
の
準
備
（資
料
読
み
込
み
や
現
場
視
察
な

ど
）
を
行
っ
た
上
で
本
番
に
臨
ん
で
い
る
。

 

 


仕
分
け
の
結
果
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
は
、
首
長
や
議
会
の
責
任
。
た
だ
し
、

結
論
を
覆
す
時
に
は
十
分
な
説
明
責
任
が
必
要
。
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が

市
民
の
役
割
。

 


結
論
と
共
に
そ
の
結
論
に
至
る
議
論
の
プ
ロ
セ
ス
も
重
要
。
市
民
の
当
事
者
意

識
や
職
員
の
プ
レ
ゼ
ン
能
力
向
上
や
意
識
改
革
に
も
つ
な
が
る
。
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2
0

1
3
年
度

 事
業
仕
分
け

 
実
施
一
覧

 

7月
  6
、

7
（
土
、
日
）
 

府
中
市
③

 

 1
3
（
土
）
 

◆
阿
見
町
②

 

 2
7（
土
） 

◆
つ
く
ば
み
ら
い
市
③

 

8月
  4
（日
） 

淡
路
市
④

 

 1
0（
土
） 

◆
か
す
み
が
う
ら
市
③

 

 1
7、

18
（土
、
日
）
 ◆
白
井
市
③

 

 2
4，

25
（土
、
日
）
 ◆
安
城
市
③

 

 2
5（
日
） 

多
可
町
②

 

【
自
治
体
】

 

日
程
未
定

 
京
都
府
⑥

 

京
都
市
④

 

【
地
方
議
会
（
会
派
）
】

 

※
自
治
体
名
の
前
の
「
◆
」
は
判
定
人
方
式
で
の
実
施
、
自
治
体
名
の
後
ろ
の
数
字
は
実
施
回
数
。

 

加
藤
、
伊
藤
が
伺
い
ま
す

 

仕
分
け
や
そ
の
手
法
の
活
用
に
つ
い
て
詳
し
く
相
談
し
た
い
…
、

 

霞
ヶ
関
、
永
田
町
の
動
き
や
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
つ
い
て
話
を
聞
き
た
い
…
、

 

若
い
世
代
で
熱
く
語
り
合
い
た
い
…
、
な
ど
な
ど

 

話
を
聞
き
た
い
、
議
論
し
た
い
と
い
う
方
に
は
加
藤
、
伊
藤
が
出
張
講
演
い
た
し
ま
す
。

 

1
0
人
程
度
集
ま
れ
ば
、
ど
こ
で
も
、
加
藤
か
伊
藤
が
伺
い
ま
す
。

 

9月
  7
、

8
（土
、
日
）
 

◆
静
岡
県
⑤

 

 2
8（
土
） 

都
留
市
⑥

 

 2
8、

29
（土
、
日
）
 
◆
山
県
市
②

 

10
月

  5
（日
）
 

◆
那
珂
市
②

 

 2
7、

28
（土
、
日
）
 
◆
三
島
市
③
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評
価
作
業
シ
ー
ト

事
業
名

評
価
者
氏
名

国
・
県
・
広

域
が
実
施

(2
)

国
・
県
・
広
域

ア
　
規
模
が
全
国
的

イ
　
全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
べ
き

ウ
　
規
模
が
広
域
的

エ
　
広
域
で
の
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
べ
き

オ
　
影
響
が
広
範
囲

カ
　
そ
の
他

事
業
内
容

見
直
し

(3
)

か
す
み
が
う
ら
市

（
要
改
善
）

ア
　
事
業
の
手
法
、
内
容
に
改
善
の
余
地
あ
り

イ
　
民
間
委
託
の
実
施
・
拡
大
を
す
べ
き

ウ
　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
べ
き

エ
　
入
札
等
に
お
け
る
競
争
性
を
強
化
す
べ
き

オ
　
自
主
財
源
確
保
（
受
益
者
負
担
等
）
を
す
べ
き

カ
　
そ
の
他

事
業
内
容

現
行
通
り

(4
)

か
す
み
が
う
ら
市

（
現
行
通
り
）

ア
　
現
状
で
は
見
直
し
が
困
難

イ
　
大
幅
な
見
直
し
は
必
要
な
い

ウ
　
そ
の
他

税
金
を
使
う

①
国
に
お
い
て
実
施
す
べ
き

②
県
に
お
い
て
実
施
す
べ
き

③
広
域
で
実
施
す
べ
き

市
が
実
施

【
縮
減
】

①
事
業
費
を
縮
減
し
、
か
つ
内
容
を
見
直
し

②
事
業
の
一
部
廃
止

【
維
持
】

③
事
業
費
は
現
行
通
り
で
事
業
内
容
を
見
直
し

【
縮
減
】

①
事
業
内
容
は
現
行
通
り
で
事
業
費
の
縮
減

【
維
持
】

②
事
業
内
容
、
事
業
費
と
も
に
現
行
通
り

【
拡
充
】

③
事
業
内
容
は
現
行
通
り
で
事
業
費
は
拡
充

テ
ー
マ

事
業
番
号

現 在 の 事 業

評
価
結
果
と
主
た
る
理
由

税
金
を
使
わ

な
い
／
使
う
か

ど
う
か
白
紙
検

討

(1
)

不
要
・
凍
結

・
税
金
は
使
わ
な
い
（
事
業
の
廃
止
）

・
税
金
を
使
っ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
見
直
し
（
事
業
の
一
時
凍
結
）

ア
　
手
段
が
目
的
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

イ
　
達
成
手
段
と
し
て
不
適
当

ウ
　
効
果
な
し
（
薄
い
）
・
逆
効
果

エ
　
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
の
自
助
努
力
・
自
己
負
担

オ
　
行
政
の
役
割
終
了
、
民
間
実
施
　
（
税
投
入
の
必
要
な
し
）

カ
　
他
事
業
と
の
重
複

キ
　
そ
の
他

特
記
事
項
（
選
択
の
理
由
、
改
善
内
容
、
そ
の
他
意
見
等
）

※
多
数
決
が
同
数
と
な
っ
た
場
合
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
よ
る
採
決
を
行
う
が
、
行
政
の
関
与
不
要
と
必
要
の
間
（黒
い
太
線
の
上
下
）
で
票
が
同
数
に
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
下
に
あ
る
票
数
を
足
し
合
わ
せ
、
数
の
大
き
い
方
の
判
定
を
優
先
さ
せ
る
。

例
：不
要
・凍
結
２
、
要
改
善
２
、
現
行
通
り
１
　
⇒
　
不
要
と
要
改
善
が
同
数
だ
が
、
行
政
の
関
与
不
要
と
必
要
で
比
較
し
た
場
合
、
行
政
の
関
与
不
要
は
２
、
必
要
は
３
と
な
る
の
で
、
行
政
の
関
与
必
要
が
優
先
さ
れ
、
こ
の
場
合
「要
改
善
」が
優
先
さ
れ
る
。

行
政
の
関
与
必
要
か
？

 
誰
が
や
る
べ
き
か
？

 
手
法
は
適
正
か
？
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正職員の人件費の推移（全会計） （単位：円）

平成25年度予算 平成24年度決算 平成23年度決算 平成22年度決算

2,752,002,000 3,033,034,138 3,124,508,426 3,284,157,881

給　　　料 1,581,733,000 1,737,845,730 1,813,161,495 1,864,023,851

職員手当 1,170,269,000 1,295,188,408 1,311,346,931 1,420,134,030

506,623,000 549,552,576 578,025,633 578,406,657

3,258,625,000 3,582,586,714 3,702,534,059 3,862,564,538

435 444 463 486

7,491,092 8,068,889 7,996,834 7,947,664

　事業シートにおける「担当正職員」の人件費は、上記の額により算出しています。

　ただし、２5年度予算に用いた額については、７，４９１，０００円（予算編成と

　同様に端数処理）とし算出しています。

人件費の算出方法

一人あたり人件費

区　　　分

給与費

共済費

合　計

職員数
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対象事業を担当
する部課名等を
記載していま
す。

　★対象者の全住民に対する
      割合を記載しています。

・自治事務…法定受託事務以外の事務  ・法定受託事務…本来国、都道府県が果たすべき役割に係る事務であって、適正な処理を確保
する必要があるものとして法令により市町村が処理する事務

　　★この事業がなぜ必要なのか、その理由、背景を記載しています。

事業内容（箇条書き） 事業費

千
円

活動指標

千
円

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　★総合計画（後期基本計画）の施策名を記載しています。

実施方法

対象者数（全住民に対する割合）対　象
（誰・何を対象に）

根拠法令等

　★自治事務・法定受託事務の区別を記載しています。

担当課･係名

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□直接実施

　★この事業が対象にしている人、団体、ものなどを記載
　　しています。

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担当局・部名

予算事業名 事業の開始年度です。

　★事業実施の根拠となる法律や条例等を記載しています。

　★対象事業名です。

事務区分

上位施策事業名

　★この事業は何のためにやっているのか、その目的（ねらい）を記載しています。

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

事業番号１ 平成25年度事業シートの見方

事業の実施方法について、当てはま

る□を■にしています。

必要に応じ「委託・指定管理・補助対

象団体シート」を作成しています。

★目的を達成するために、どのような方法で事業を実施しているか

記載しています。また、ひとつの事業の中に複数の細事業がある

　★国・県からの負担金・補助金・交付金・委託金などです。

　★市の借金に相当するものです。

　★この事業に要した経費の合計額を記載しています。

千
円

千
円

　★受益者負担分（使用料・手数料など）や基金（市の貯金）からの繰入れなどです。

　★この事業に携わった市職員の人数（年間の人工）に市職員の平均人件費（給料・手当・共済費）を乗じた額を記
載しています。臨時職員等はこの事業に従事した臨時職員等に支払った金額を記載しています。

　★この事業に携わった市職員と臨時職員等に支出した金額の合計額を記載しています。

　★この事業に要した事業費の合計と人件費の合計を総事業費として記載しています。

事業費内訳
（平成24年度分）

その他特財

★対象事業の平成24年度にかかった事業費の内訳を記載しています。

　　※コストの各欄の経費は千円単位で記載しているため、実際の決算額（円単位）
　　　と異なる場合があります。

地方債

千
円

一般財源

財源合計

　★市が自らの裁量で使用できる財源で、市税、地方譲与税、地方交付税などです。

　★この事業に必要な財源の合計額を記載しています。

国県支出金

臨時職員等

財源

内訳

コ
ス
ト

担当正職員

人件費合計

関連事業
（同一目的事業等）

　★対象事業と関連する事業（目的が類似するもの）がある場合に記載しています。

総事業費

人
件
費

事業費合計

事業内容
（手段、手法など）

25年度（予算）

事
業
費

24年度（決算見込み ） 23年度（決算） 22年度（決算）

財源合計 　★この事業に必要な財源の合計額を記載しています。
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事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 事業の開始年度です。　★対象事業名です。

事業番号１ 平成25年度事業シートの見方

/

成果目標
（指標設定理由等）

事
業
実
績

【活動指標名】（実績値/目標値）

　★行政サービスをどのくらい実施したか
　　を数値化し、記載しています。

　★活動実績がどのくらいの経費で行われ
　　たか、その単価を記載しています。

活動実績

単位当たりコスト

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

Ｈ22年度

Ｈ23年度

/

単位

/

Ｈ22年度

/

/

/

【成果指標名】（実績値/目標値）

/

Ｈ24年度

/
　★事業の目標値、目的がどの程度達成さ
　　れたか、事業実績の結果、もたらされ
　　た効果を数値化し、記載しています。

/

/

/

/

Ｈ24年度

/

Ｈ23年度

　★成果指標の設定の考え方を記載しています。
　★この事業を実施することで、目指す成果（目指している状態、得ようとしている成果）
　　を記載しています。

単位

/

/

/

/

//

/

/

特記事項

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　★特に明記すべきことを記載しています。

　★事業の目的に対し、どのような問題があるのか（あったのか）などについて記載して
　　います。また、活動実績や成果実績などから、今後の具体的な取り組みの内容、この
　　事業をどのようにしていきたいかなどを記載しています。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

　★業務内容や経費等が適正かどうか確認するための参考として、他自治体の事例などを
　　記載しています。
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（ ）

千円

千円

千円

千円

千円

千円

総計

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

県からの財政支出金

市町村からの財政支出金

委託料・指定管理料

収入

その他

その他

　★対象事業の実施にあたっての、各団体にお
　　ける収支状況について、平成24年度の決
　　算額を記載しています。

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

　このシートは、事業の委託や補助先の団体と市の関係について、対象事業だけでなく、全体像
　を確認することを目的として作成しています。

　★この欄には、対象事業における補助金等について、各団体等への支出根拠を記載しています。

当該事業の
団体における
収支状況

補助金 千円

千円

支出

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）
予算事業名 事業開始年度

国からの財政支出金

団体名

総計

　★団体の組織と活動の全体概要を記載しています。

千円

平成23事業番号１ 平成25年度委託・指定管理・補助対象団体シートの見方

（ ）

総計 千円 収支差 千円

　★対象事業に関する経費だけでなく、その団
　　体全体の平成２4年度の収支内訳を記載し
　　ています。ただし、委託先等が民間企業で
　　ある場合や公表義務がない場合などは、記
　　載していない項目があります。 千円

その他

千円

その他

千円

補助金

千円

市町村からの財政支出金

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円

県からの財政支出金

委託料・指定管理料

％

非常勤 うち
（出向／OB） 監事

市出資金

職員

うち
（出向／OB）

うち
（出向／OB）常勤

役員

出資比率

千円

千円

資本金
役
職
員

（単位：人）

財務諸表URL

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

団体概要
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施設シート

㎡

年　月（建設・取得）

借地元

構造

設置目的

建
物
情
報

改修時期・
内容・金額

IS値

　

□有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　□無

借用金額

建設・取得

建設・取得額

補助金有無

地方債残高

階数

改
修
等

実施事業

□ 複合館

□行政　□普通借地料 千円/年

地目

借用元 千円/年

千円 取得経緯

平成25年度

所管課

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

□有　　□無

作成責任者

土
地
情
報

所有面積

番号

借地面積

名称

所在地

㎡

□ 単独館

根拠条例等

財産区分総面積 ㎡

□自己所有　□借用㎡ 所有区分延べ床面積

施設のスペック(広さや機能) 建設コストやメンテナンスの状況

施設で実施している事業 利用状況

維持管理及び事業実施にかかるコストをまとめたものです。

施設シートの見方

施設を利用して実施している市の事業名を明記しています。

□市民　□市外住民　□その他（　　　　　）

□直接管理 　□業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

日/年

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

ハード

ソフト

合計

利用の制限

管理体制

開館日数

開館時間

床面積

（委託内容・金額・事業者選定方法：　　　　　　　　　　　　　　）

人 人

人0.0 0.0

人

人0.0人

□市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　）
基
本
情
報

嘱託職員等 委託業者 指定管理者

人

0.0

正規職員

人 人 人人人

㎡ 部屋数

㎡ 部屋数

人人

住民等の
自主管理

合計その他

人 人0.0

人

人 人

人 人

0.00.0

休館日

主な利用者
（複数選択可）

□官公庁利用　□主催事業　□登録団体（団体数：　　　　　）

名称

㎡床面積

部屋数

部屋数

名称

㎡

床面積 ㎡ ㎡

名称 名称

部屋数

名称 名称

施
設
の
概
要

床面積 部屋数 床面積㎡

床面積 部屋数 床面積 ㎡

床面積 床面積

部屋数

名称 名称 名称

㎡ 部屋数

名称 名称 名称

㎡ 部屋数

床面積 ㎡ 部屋数床面積 ㎡ 部屋数 床面積

施設を利用して実施している市の事業名を明記しています。

委託先シートにおいて、明記しています。

合計 人0.0 0.0 人0.0人0.0 人 人0.0人 人 0.00.0
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維
持
管
理
費

収
　
入

一般財源

総支出

名称

国県補助金

その他
（　　　）

収入合計

午前

千円

支出内訳（平成24年度分）

財
源
内
訳

各

0

土日祝

千円

千円

使用料
・手数料

千円

千円千円

千円千円

午後 夜間

千円

人件費：　　　千円
委託料：　　　千円
光熱水費：　　千円
修繕料：　　　千円
（修繕内容：　　　　）

平日

0

千円

千円

千円 千円

千円

合計

千円

千円

千円

24年度（決算見込）

％

千円

千円

千円

指定管理料のうち管理委託分：　　　千円
減価償却費：　　　　　　　　　　　千円
地方債の元利償還：　　　　　　　　千円
その他（　　　　　　　）　　　　　千円

平日

25年度（予算）

％

千円

千円

％

0

千円

千円0

22年度（決算）23年度（決算）

％

％％

％土日祝％名称 開館日に対する、各部屋の稼働率を表にしたものです。

平日、土日祝日別の利用率も算出しています。

夜間

午前 午後

各
部
屋
別
稼
働
率

利
用
状
況 平日

午前 午後

午前

平日

土日祝

午後

自己評価・
特記事項等

％

％

％合計

土日祝％

夜間

名称

％ ％

％ ％

平日

名称

名称

夜間

％ ％

％

％ ％

合計

合計

％ ％

％ ％

土日祝

％

開館日に対する、各部屋の稼働率を表にしたものです。

平日、土日祝日別の利用率も算出しています。
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論点整理シート

1テ ー マ 農地の有効利用のあり方

議論の
主な

ポイント

【評価対象事業】
　・1-1農用地利用集積特別対策事業
　・1-2農業振興事業

●農用地利用集積特別対策事業の目的と事業の内容、効果の検証
　・農地の現況把握、台帳整備、関係者への案内
　・農業委員会の視察の内容、回数、効果等

●耕作放棄地を解消していくための対応策の検証
　・農地面積の推移、農地の転用の状況、農家数・農業者の推移か
ら、耕作放棄地の現況の確認、耕作放棄地発生の要因分析
　・農業生産法人の設立状況や、農地の貸与の実態の把握

●担い手の確保対策の検証
　・認定農業者の推移
　・市民農園、体験農園など担い手育成のための対策の有無

●農業経営所得の検証
　・市内農家の農業所得の現状把握
　・全国平均に比べた水準
　・農業所得向上の対策の内容
　・再生協議会の役割
　・再生協議会への補助金の使途と効果
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（ ）

農業行政システム構築料 521
千
円

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

農業振興事業

耕作放棄地現地確認、農地台帳への入力、集計等
事務補助のため臨時職員賃金（２名）

事業内容（箇条書き）

3,9504,979

1,222 千円

千円

千円

農用地利用集積特別対策事業

農業委員会　農地係

平成17年度

農地法、農業経営基盤強化促進法

23年度（決算） 22年度（決算）

1,077 千円

事務区分

千円

千円

3.4 人

3

24年度（決算見込み ）

国県支出金の内容

千円

13,255

上位施策事業名

認定農業者等へ集積を進め合理的な農地活用と耕作放棄地の解消を目的とする。

千円

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担当局・部名 農業委員会

局長　小松崎昇

予算事業名

2

■直接実施

農業経営者

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

4,789

人

その他特財の内容

25年度（予算）

15,247 千円

事
業
費

千円4,979

千円

千円

2

総事業費

4,789

1,137

3,608

担当課･係名

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

1.3 人人
件
費

10,4881.4

1,937 人

農地制度実施円滑化事業

実施方法

対象者数（全住民に対する割合）

事業費合計 千円

対　象
（誰・何を対象に） ％

根拠法令等

□自治事務　　■法定受託事務

関連事業
（同一目的事業等）

農業従事者の減少、高齢化等による担い手不足により耕作放棄地が見られるようになり、担い手に対し
て、農地の利用集積や有効利用を図ることが課題となっているため。

千円

千円

千円

人

4.4

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

千円2,252

3.4

コ
ス
ト

千円

人担当正職員

人件費合計

千円

国県支出金

千円

3.4 千円

臨時職員等 2,944

13,432

財源

内訳

2,873

地方債

15,467

人

3,757

千円

農地制度実施円滑化事業費補助金実施要綱による

千円

千円

15,985 千円

3,652 千円

千円

3,608 千円3,950

千円11,1961.4 人 11,297

千円

・臨時職員賃金（２名）1,958,900円
・農業委員の視察研修旅費240,800円
・耕作放棄地現地の所有者へ封筒代、事務用品227,415円
・耕作放棄地現地の所有者への郵送料195,835円
・農業行政システム構築料520,800円
・農業行政システム使用料806,850円

千円

11,58613,448

13,940 千円

千円

千円

千円

2 人

10,332

千円 千円

人 1,958

2,795 千円

1,234

人

千円

3.3

813

千円

一般財源

財源合計

事業費内訳
（平成24年度分）

その他特財

1.4 人

千
円

耕作放棄地現地の所有者へ封筒代、事務用品 227

人

事業費

1,959
千
円

活動指標

農地利用権設定面積
耕作放棄地解消への啓蒙活動

農業委員の視察研修旅費 240

農業行政システム使用料 807
千
円

千
円

耕作放棄地現地の所有者への郵送料 196
千
円

耕作放棄地解消への啓蒙活動

事業番号１-1 農用地利用集積特別対策事業（農業委員会） 平成25年度 

ここから成果指標を導きます。
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農用地利用集積特別対策事業 平成17年度

事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名

事業番号１-1 農用地利用集積特別対策事業（農業委員会） 平成25年度 

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

/

//

/

/

76/80ｈａ

Ｈ23年度

農地の貸借ができるよう利用権設定を推進することや耕作放棄地解消の啓蒙活動を行い、少しで
も耕作放棄地を解消することは実績であると考え、また、解消面積が伸び計上することは励みと
なる。

単位

/

//

/

単位

耕作放棄地現地解消に向けた農地の貸借ができるよう利用権設定を推進することは必要である。耕作放棄
地対策をすることが担い手に対して、農地の利用集積や有効利用を図ることは安定的な農業経営を行う上
で重要であると考え、今後も耕作放棄地対策を行っていく。

/

209千円/ha

耕作放棄地解消面積 ｈａ

Ｈ22年度

179千円/ha210千円/ha

5.5/10

/

78/80

Ｈ22年度

農地の利用権設定面積

/

/

【成果指標名】（実績値/目標値）

/

Ｈ24年度

6.1/10

Ｈ23年度Ｈ24年度

73/80

特記事項

単位当たりコスト

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

事
業
実
績

【活動指標名】（実績値/目標値）

利用権設定面積

活動実績

成果目標
（指標設定理由等）

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

/

／総事業費

5.3/10

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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（イ）転用した農地の用途の内容

平成２４年 48,707 5,740

平成２５年 48,670 5,731

平成２２年 49,582 5,782

平成２３年 49,277 5,768

平成２０年 49,847 5,809

平成２１年 49,740 5,798

49,737 5,833

平成１９年 50,022 5,829

筆　数（筆） 面積（ha）

平成１８年

農地利用集積特別対策事業

概要 農地利用状況調査により、現地調査を農業委員、職員、臨時職員により行い、放棄地

を把握し、所有者に対し貸す意思があるか確認をします。貸す場合は、農林水産課での国県市補助

事業の遊休農地対策事業等と連携して農業生産法人や認定農業者等と利用権を設定し、農地の再生

（ア）農地面積の推移

や大規模経営を支援することで耕作放棄地解消に取り組んでいます。

別添のとおり

別添のとおり

別添のとおり

(田の面積込）

面積（ha）

平成２１年 342

（ウ）農地の貸与の状況

（エ）農地貸与金額の算定方法

（オ）耕作放棄地の状況

平成２３年 245

平成２２年 294

平成２４年 380
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1,913

農業申告者の中で、所得が多くある人もいれば、マイナス所得の人もいるので、一概に所得を出す

ことは困難と考えました。

（ク）農業生産法人の設立状況

(有)宮嶋牧場　

アグリジャパン㈱　

㈱日吉プロダクト　

(有)くらぶコア　

農業センサスによる

2010年 443 1,494

（キ）農業者の所得の推移

424 2,274

（カ）農業者の推移（専業農家、兼業農家に区分して）

農林業センサスは農林業の生産構造、就業構造を明らかにし、農山村の実態を総合的に把握し、農

林行政の企画・立案・推進のための基礎資料を作成し、提供することを目的に、5年ごとに行う調

査です。

専業農家（戸） 兼業農家（戸）

2000年

2005年 391

経営規模の拡大や法人化を含めた経営改善への取り組み支援など、能力と意欲のある担い手が育つ

環境への取り組みを推進し、優れた後継者を確保する体制の整備に努めます。

・担い手育成支援事業を進めるため、関係機関・団体との連携強化を図ります。

・集落営農の組織化等を推進するとともに、経営の法人化に向けた取り組み強化を図ります。

・認定農業者に対して、担い手経営安定化対策や融資制度、補助制度など各種支援策の周知を図り、

　その活用推進に努めます。

・就農情報等の提供が随時行えるよう体制整備に努めます。

(有)くらぶコア　

㈱ファジー・ファーム　

別添のとおり

かすみがうら市総合計画より　平成１９年３月発行　第１節　農林業の振興

担い手農家の育成と後継者の確保

・結婚相談活動を通じ、配偶者確保のための施策を積極的に推進します。

・市・JA、農業改良普及センター等を中心に認定農業者など担い手確保に努めます。

（ケ）農業生産法人に勤務する職員の状況（雇用形態、勤務日、勤務時間、給与等）

（コ）担い手の確保対策として市が実施している施策の全体像
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基幹業務について㈱茨城計算センターへ委託しているので、農業行政システムも㈱茨城計算センタ

平成２４年　　神奈川県秦野市　JA秦野地場産

（シ）農業行政システム構築時の業者選定の方法、保守管理料の支払先

契約業者：㈱茨城計算センター

（サ）農業委員の先進地視察研修

平成２２年　　長野県諏訪市

平成２３年　　秋田県横手市　道の駅十文字

契約理由：農業行政システムソフト管理・保守及び使用について、基幹業務との連携も必要となり

導入時期：平成１７年３月（合併時） 合併前　旧千代田町　平成１１年４月

合併前　旧霞ヶ浦町　平成１２年４月

ーへ委託しています。

機器保守料（円）

588,000

588,000

588,000

60,000平成２０年

平成２１年

合　計（円）

648,000

60,000 648,000

18,000 606,000 一部機器保守カット

平成２３年 588,000 18,000 606,000

平成２２年

システム管理料（円）

597,000

市情報政策室機器使用

機器保守H25.9終了

平成２５年 588,000 588,000

平成２３年 588,000 18,000 606,000

平成２４年 588,000 9,000
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（イ）転用した農地の用途 
平成２５年 

 ４条届出 ５条届出 ４条許可 ５条許可 
建築物 2 6  13 

資材置場＆車両置場    3 
駐車場 1 2  4 
敷地拡張 1 1   
土地分譲  1   
植林   1  

太陽光発電所    2 
進入路     
田畑転換     
その他     

 
平成２４年 

 ４条届出 ５条届出 ４条許可 ５条許可 
建築物 ４ ２９ ２ １７ 

資材置場＆車両置場  ４ １ ４ 
駐車場 1 ３ １ ２ 
敷地拡張   １ ２ 
土地分譲  ４   
植林   １  

太陽光発電所     
進入路 １ １  １ 
田畑転換    １ 
その他     
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平成２３年 
 ４条届出 ５条届出 ４条許可 ５条許可 

建築物 4 ２９ ２ ２０ 
資材置場＆車両置場    ４ 

駐車場  ３  ２ 
敷地拡張   1 １ 
土地分譲  ３   
植林   ２  

太陽光発電所     
進入路 1 ５  １ 
田畑転換     
その他     

 
平成２２年 

 ４条届出 ５条届出 ４条許可 ５条許可 
建築物 ７ １７ ４ ２１ 

資材置場＆車両置場  １  ６ 
駐車場 ２ ３  ４ 
敷地拡張  ５  １ 
土地分譲 １    
植林   ４  

太陽光発電所     
進入路  ２  １ 
田畑転換    １ 
その他    ２ 
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平成２１年 
 ４条届出 ５条届出 ４条許可 ５条許可 

建築物 ４ １３ ８ ３１ 
資材置場＆車両置場  ３ １ ４ 

駐車場 ３ １ １ ２ 
敷地拡張 １   １ 
土地分譲  １   
植林   １  

太陽光発電所     
進入路 ２ １  １ 
田畑転換    ２ 
その他    １ 

 
平成２０年 

 ４条届出 ５条届出 ４条許可 ５条許可 
建築物 ５ １９ ３ ２１ 

資材置場＆車両置場   １ １１ 
駐車場 ４ ４ ５ ９ 
敷地拡張  １２ １  
土地分譲 １ １   
植林   ２  

太陽光発電所     
進入路 ２ ２ ３ ４ 
田畑転換    ３ 
墓地   １  
その他   １  
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平成１９年 
 ４条届出 ５条届出 ４条許可 ５条許可 

建築物 ２ ２４ ７ ２３ 
資材置場＆車両置場  ２  ７ 

駐車場 １ ２  ２ 
敷地拡張    １ 
土地分譲 ２ ４   
植林   ７  

太陽光発電所     
進入路 １ ６  ３ 
田畑転換    ２ 
その他    ２ 

 
平成１８年 

 ４条届出 ５条届出 ４条許可 ５条許可 
建築物 １６ ４６ ３ ２９ 

資材置場＆車両置場  ７  ８ 
駐車場 １ ３  ３ 
敷地拡張  ４  ３ 
土地分譲 １ １   
植林   １  

太陽光発電所     
進入路 １ ８ １ １ 
田畑転換    ３ 
その他  １   
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平成１７年 
 ４条届出 ５条届出 ４条許可 ５条許可 

建築物 ６ １４ ４ ２３ 
資材置場＆車両置場  ３ １ ４ 

駐車場 １ ９  ６ 
敷地拡張  ４   
土地分譲     
植林   １  

太陽光発電所     
進入路 １ １ １ ３ 
田畑転換    １ 
その他     

 
その他 
テニスコート・ドックラン・緑地帯・墓地等 
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（ウ）農地の貸与の状況 
 
利用権(農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画) 
 

 利用権の件数 備 考 
平成２５年（１月～７月まで） 

 
２５３件  

平成２４年（１月～１２月） 
 

２５１件  

平成２３年（１月～１２月） 
 

２４１件  

平成２２年（１月～１２月） 
 

１７８件  

平成２１年（１月～１２月） 
 

１８８件  

平成２０年（１月～１２月） 
 

１７６件  

平成１９年（１月～１２月） 
 

７８件  
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（エ）農地貸与金額の算定方法 

 

かすみがうら市賃借料情報 

平成２４年１月から１２月までに締結された賃貸借における賃借料水準（１０a当たり）は、以下のとおりと

なっております。 

 

平成２５年４月１日 

かすみがうら市農業委員会 

 

 

水稲田 

市内平均額 14,288 円 
(データ件数 48件) 

 
市内平均俵 

1.5 俵 
(データ件数 197 件) 

地区名 
支払

方法 
平均額 最高額 最低額 データ件数 

霞ヶ浦地区 
金額 14,000 50,000 9,000 35 

俵 1.6 3 0.5 143 

千代田地区 

金額 14,000 20,000 10,000 13 

俵 1.5 1.5 1 54 

  

 

ハス田 

市内平均額 34,357 円 
(データ件数 56件) 

 
市内平均俵 

3.3 俵 
(データ件数 3件) 

地区名 
支払

方法 
平均額 最高額 最低額 データ件数 

霞ヶ浦地区 

金額 35,000 50,000 15,000 51 

俵 3.3 6 1 3 

千代田地区 

金額 31,000 75,000 10,000 5 

俵 0 0 0 0 

 

 

普通畑 

市内平均額 13,124 円 
(データ件数 85件) 

 
市内平均俵 

2 俵 
(データ件数 1件) 

地区名 
支払

方法 
平均額 最高額 最低額 データ件数 

霞ヶ浦地区 

金額 10,000 50,000 1,000 50 

俵 2 2 2 1 

千代田地区 
金額 18,000 40,000 3,000 35 

俵 0 0 0 0 

１、データ数は、集計に用いた筆数である。 

２、金額は、算出結果を四捨五入し 1,000 円単位としている。 
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（ ）

遊休農地対策事業補助金
　かすみがうら市農業再生協議会からの補助申請
により交付する

事業内容（箇条書き） 事業費

2,591
千
円

活動指標

次世代のために耕作放棄地を再生させ農地の利用促進を図る。

農業者の高齢化や労働力不足等に伴い、耕作放棄地が増加しているため、耕作放棄地の再生は、自給
率の向上、農地の有効利用と食料の安定供給並びに地域の環境保全を図るために不可欠である。

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

実施方法

対象者数（全住民に対する割合）対　象
（誰・何を対象に） ％

根拠法令等

■自治事務　　□法定受託事務

担当課･係名

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

人

■補助金〔直接・間接〕（補助先：かすみがうら市農業再生協議会
　　　　　　　　　　　　実施主体：耕作放棄地再生利用事業者　　　）

□直接実施

耕作放棄地の再生利用を行う農業者

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担当局・部名 環境経済部

課長　板垣英明

予算事業名 平成21年度

耕作放棄地再生利用緊急対策実施要綱（国）、耕作放棄地緊
急総合対策事業実施要綱（県）、かすみがうら市農業振興各
種団体運営費補助金交付要項

農業振興事業

農林水産課

事務区分

上位施策事業名

事業番号1-2 平成25年度

千円

関連事業
（同一目的事業等）

千円

により交付する

再生協議会は、申請者からの再生利用計画に基づ
き補助を行う。

千円

2,3852,400 0.3

4,219

2,385

1,834 千円

耕作放棄地再生利用緊急対策（国）、耕作放棄地緊急総合対策事業（県）

2,421

4,219

千円

千円

人 千円

千円

千円

千円

千円

千円

5,012 千円

千円

千円

千円

千円

0.3 人

千
円

人

千円

4,219 千円

人 人

5,012 千円 4,020 千円

2,591

千円2,4000.3 人

耕作放棄地再生面積　５３９ａ（６件）

千円一般財源

財源合計

5,248 千円

千円

臨時職員等

2,248

財源

内訳

国県支出金の内容

千円

地方債

5,248

人

その他特財

国県支出金

コ
ス
ト

千円

人担当正職員

人件費合計

千円

総事業費

千円

4,020

4,020

その他特財の内容

5,248

千円

千円

千円

人

0.3 人

千
円

千
円

2,2480.3

人

2,4210.3

千円

事
業
費

24年度（決算見込み ） 23年度（決算） 22年度（決算）

千円

千円

千円

事業費内訳
（平成24年度分）

人
件
費 0.3 人

千円

0.3 千円

事業費合計 千円

事業内容
（手段、手法など）

1,620千円3,000

25年度（予算）

要

5,012 千円4,219千円 千円財源合計 千円 4,0205,248 5,012
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事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 平成21年度農業振興事業

事業番号1-2 平成25年度

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

/

／

６／１０

成果目標
（指標設定理由等）

事
業
実
績

【活動指標名】（実績値/目標値）

活動実績

単位

/

単位当たりコスト

Ｈ22年度

Ｈ23年度

/

１２/１０

耕作放棄地再生事業実施面積

２／２

Ｈ22年度

/

事業ＰＲ

Ｈ24年度

２／２

/

２／２回

/

/

Ｈ24年度

ａ

/

　553　/　600539　/　600

/ /

耕作放棄地再生事業実施数 件 １２/１０

/

Ｈ23年度

事業のＰＲ活動を行うことによる意識の啓発することにより、実施数や再生面積増加を目指す

単位

　617　/　600

【成果指標名】（実績値/目標値）

/

特記事項

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

この事業での実績
土浦市　　延べ　１３人　４０５ａ
石岡市　　延べ　１１人　６６６ａ
つくば市　延べ　１４人　５６６ａ

この事業を活用し毎年度耕作放棄地を５ｈａ以上実施してきており、平成２４年度までに１８ｈａ以上再
生できている。国や県の補助事業が本年度までであるので、来年度以降の補助制度について不明である
が、事業実施については検討していく。
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（ ）

千円

千円2,591

●目的
　農業経営の安定と国内生産力の確保を図り、もって食料自給率の向上と農業の多面機能を維持するために、経営所得
安定対策の推進及びこれを円滑に実施するための行政と農業者団体等の連携体制の構築、戦略作物の生産振興や米の
需給調整の推進、地域農業の振興を目的とする。このほか、農地の利用集積、耕作放棄地の再生利用、担い手の育成・
確保等に資することを目的とする。

千円 千円

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）
予算事業名 農業振興事業 事業開始年度 平成21年度

国からの財政支出金

団体名

千円

かすみがうら市農業再生協議会

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

かすみがうら市農業振興各種団体運営費補助金交付要項

当該事業の
団体における
収支状況

千円

千円

11,142

補助金 千円

千円 11,142

2,591 千円

支出収入

7,069 千円

1,482

その他

その他

委託料・指定管理料

総計

県からの財政支出金

市町村からの財政支出金

11,142

千円

千円

総計

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

補助金 千円

千円

千円

平成23事業番号1-2 平成25年度

（ ）

（ ）

財務諸表URL

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

団体概要

役
職
員

（単位：人）

確保等に資することを目的とする。
●役員
　会長（かすみがうら市長）、副会長（土浦農業協同組合長、かすみがうら市農業委員会長）
　監事２名、会員１８名、顧問７名

市出資金

常勤

役員

出資比率

千円

千円

資本金

職員

うち
（出向／OB）

うち
（出向／OB）

％

非常勤 うち
（出向／OB） 監事

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 14,278 千円 事業費 42,765 千円

県からの財政支出金 1,482 千円 管理費 千円

市町村からの財政支出金 28,602 千円 人件費 1,940 千円

委託料・指定管理料 千円 千円

補助金 28,602 千円

その他

総計 44,705 千円

その他 千円

総計 45,002 千円 収支差 297 千円

その他 茨城県みなみ農業共済組合等 640 千円
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論点整理シート

2テ ー マ 地域ケア体制のあり方

議論の
主な

ポイント

【評価対象事業】
　・2-1地域ケアシステム推進事業

【参考事業】
　・2-1-1在宅介護支援センター運営事業
　・2-1-2相談支援事業
　・2-1-3生活支援事業

●地域ケアシステム推進事業と地域包括支援センター運営事業、在
宅介護支援センター事業、生活支援事業、相談支援事業との役割分
担の検証
　・地域ケアシステムで実施している業務の確認
　・地域包括支援センター運営事業で実施している業務の確認
　・在宅介護支援センター事業で実施している業務の確認
　・生活支援事業で実施している業務の確認
　・相談事業で実施している業務の確認（対象者と業務内容、利用
状況）

●上記の事業を実施するための施設の配置状況の検証
　・センター施設等の配置状況
　・職員の配置・人件費
　・事業費などの確認

●各事業の委託先の選定
　・委託先選定の経過
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（ ）

千
円

千
円

千
円

千円

地域ケアシステム推進事業

事業内容（箇条書き） 事業費

11,964
千
円

活動指標

事業費内訳
（平成24年度分）

　　-
その他特財

0.05 人

千
円

人

一般財源

財源合計

千円

12,090 千円

千円

-

1,887 千円

-

人 千円

千円

- 千円

- 千円

398400 0.05

9,805

398

11,692 千円11,964

千円4000.05 人

①地域ケアコーディネーター配置費　　11,462,827円
②ケアセンター設置運営費　　　　　　　 286,690円
③サービス調整会議運営費               121,875円
④在宅ケアチーム活動費                  30,000円
⑤地域啓発広報費                        62,391円

千円

- 千円

千円-- 人

12,265 千円

11,692

-

人

-

千円

千円

12,185 千円

地方債

12,640

人

-

千円

県補助／地域ケアシステム推進事業費補助金
国県支出金

千円

0.05 千円

-

臨時職員等 -

375

財源

内訳

-

コ
ス
ト

千円

人担当正職員

人件費合計

千円

関連事業
（同一目的事業等）

地域包括支援センター運営事業、在宅介護支援センター委託事業、介護保険事業、高齢福
祉事業、社会福祉事業、障害福祉事業、児童福祉事業など

404

生活課題を抱えているにもかかわらず地域コミュニティにおける人間関係の希薄化等により、社会から孤
立しがちな環境に置かれている、いわゆる見守りや支援が必要とする方が増加傾向にあるため。

千円

千円

千円

人

30

☑業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：社会福祉協議会）

総事業費

福祉施設などとの連携体制の強化

実施方法

対象者数（全住民に対する割合）

事業費合計 千円

対　象
（誰・何を対象に） ％

根拠法令等

☑自治事務　　□法定受託事務

担当課･係名

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

0.05 人人
件
費

3750.05

13,659 人

千円 -

12,185

12,185

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

11,785千円12,265

人-

その他特財の内容

12,640

□直接実施

高齢者、障害者、精神障害者、母子世帯など全てにおける支援
を必要とする方

25年度（予算）

12,368 千円

-

事
業
費

24年度（決算見込み） 23年度（決算） 22年度（決算）

国県支出金の内容

千円

404

千円

-

0.05

千円

千円

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担当局・部名 保健福祉部

課長　山口雅之

予算事業名 平成6年度

　－

地域ケアシステム推進事業

長寿福祉課

事務区分

千円

千円

0.05 人

-

上位施策事業名

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう必要なサービスについて検討・調整し、
支援していくもの。

千円

12,368 千円

千円-

千円

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

12,368

事業番号２-１ 平成25年度 

ここから成果指標を導きます。

43



事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 平成6年度地域ケアシステム推進事業

事業番号２-１ 平成25年度 

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

/

／総事業費

23

成果目標
（指標設定理由等）

事
業
実
績

【活動指標名】（実績値/目標値）

対応事案件数

活動実績

特記事項

単位当たりコスト

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

Ｈ22年度

122千円/件110千円/件

Ｈ23年度

/

単位

/

/

【成果指標名】（実績値/目標値）

/

Ｈ24年度

12

98

Ｈ22年度

　地域ケアシステムは、地域で生活課題を抱えた市民に対し有効な対応手段であり、今後も継続していく
べき事業である。現状における地域ケアシステムを取り巻く環境は、地域包括支援センターの設置によ
り、いくらかの変化が生じている。特に対象者が重複しているという点は整理すべき課題の一つではあ
る。現状においては、地域包括支援センター・在宅介護支援センター等の各種機関と有為的な連携が図ら
れている。先述した課題解決には見直しを視野にいれることも必要ではあるが、単に対象者のみを見ての
見直しでなく将来を見据えての慎重な検証が必要。今後も行政、施設、警察等の様々な機関と連携を図
り、ケースに応じて柔軟に対応していく必要がある。

/

118千円/件

問題が解決された件数 件 21

/

/

対応した事案の件数

Ｈ24年度

104

/

111件

Ｈ23年度

　いかに対象者の生活を改善することができたかという視点からの設定。

単位

/

/

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

石　　岡　　市　29,450千円
土　　浦　　市　15,965千円
小　美　玉　市　 8,798千円
阿　　見　　町　10,358千円

/

//

/

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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（ ）

（ ）

（ ）

特記事項

負債総額：72,384,113円　　　資本総額：114,025,002円
利益剰余金（もしくは欠損金）：41,640,889円

財務諸表URL http://www.kasumigauracity-shakyo.or.jp/

総計 150,667 千円 収支差 6,547 千円

その他 共同募金会・社協会費・寄付金・介護保険等 44,995 千円

11,513 千円

補助金 48,498 千円 総計 144,120 千円

委託料・指定管理料 56,104 千円 その他 災害支援、介護保険財務、善意銀行積立、退職等積立金等

その他 0 千円

市町村からの財政支出金 104,602 千円 人件費 89,534 千円

事業費 37,947 千円

県からの財政支出金(県社協含） 1,070 千円 管理費 5,126 千円

5

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 0 千円

14 1 2 1

出資比率 100 ％ 職員 20

非常勤 うち
（出向／OB） 監事 うち

（出向／OB）

市出資金 200 千円 役員 1

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

団体概要

　社会福祉協議会は、1951年に民間の社会福祉活動の強化を図るため、全国、都道府県段階で誕生し、ほどなく市区町村
でも組織化が進み、自主性と広く住民や社会福祉関係者に支えられた公共性という2 つの側面をあわせもつ民間非営利組
織。
　その理念は、住民主体であり、地域が抱えている様々な福祉問題を地域全体の問題としてとらえ、みんなで考え、話し合
い、協力して解決を図ることにより、福祉コミュニティーづくりと地域福祉を推進することを目的としている。
　組織は、市区町村、都道府県・指定都市、および全国段階に設置され、民間組織としての「自主性」を持つと同時に、広く
住民や社会福祉関係者に支えられた「公共性」を持つ団体。
　法的には、社会福祉法（2000 年6 月に「社会福祉事業法」を改正施行）の第10９条「市町村社会福祉協議会及び地区社
会福祉協議会」、第1１０条「都道府県社会福祉協議会」、第1１１条「全国社会福祉協議会」にそれぞれ規定されている。

資本金 200 千円
役
職
員

（単位：人） 常勤 うち
（出向／OB）

総計 11,964 千円 総計 11,964 千円

千円

その他 千円 千円

千円

補助金 千円 地域啓発広報費 62 千円

委託料・指定管理料 11,964 千円 在宅ケアチーム活動費 30

その他 千円

市町村からの財政支出金 千円 サービス調整会議運営費 122 千円

千円

県からの財政支出金 千円 ケアセンター設置運営費 287 千円

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

かすみがうら市地域ケアシステム推進事業実施要項において社会福祉協議会に委託することとした

当該事業の
団体における

収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 地域ケアコーディネーター配置費 11,463

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 地域ケアシステム推進事業 事業開始年度 平成6年度

団体名 かすみがうら市社会福祉協議会

平成23事業番号2-1 平成25年度 
記載に際しての基本事項
○本シートは、事業の委託・補助先の団体等と行政の関係の全
体像を把握することを目的としています。
○前年度の実績（または見込）に基づいて記載しますが、数値
が確認できない場合は、前々年度のもので構いません。
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地域ケアシステム推進事業の概要 

 
 
■地域ケアシステム事業とは 

子どもから高齢者及び障害者など、支援が必要とされる要援護者が、住み慣れた地域で

いきいきと安心して暮らせるよう、一人ひとりに保健・医療・福祉の関係者がケアチーム

を編成し、地域全体で総合的かつ効率的に各種の在宅サービスを提供し、支援するシステ

ムです。 
 

■ケアセンター業務 

地域ケアシステム事業の中で業務の中核を担っているのが「ケアセンター」で、霞ヶ浦

地区と千代田地区の 2 箇所に設置されています。ケアセンターには、「地域ケアコーディネ

ーター」を 1 人ずつ配置し、相談体制を整えています。 
●相談受付時間／8:30～17:15 ※業務時間外で支援する場合もあります。 

 
① 地域ケアコーディネーター 

要援護者が民間団体・民生委員・関係者等から可能なかぎり支援を受けられる

よう、保健・医療・福祉の各種サービス提供機関との緊密なネットワークを構築

し、関係機関との調整を図ります。 
   地域ケアコーディネーターは、茨城県主催の地域ケアコーディネーター研修を

受講し、各種制度など支援に必要な知識を習得しています。 
 
② ケース検討会議  

     会議は多様な機関の代表者により構成されています。会議では、地域ケアコー

ディネーターが作成した検討票により、委員が所属する機関が保有する要援護者

の情報の共有を図るとともに、今後の対応方法などを検討します。 
※地域ケアシステムケース検討会議委員(2 項参照)   ※費用弁償：旅費 2,000 円 

 

③ サービス調整会議 

地域ケアコーディネーターが要援護者の問題を解決するため、そのニーズを把

握した後に関係者・関係機関・団体など実際に関わる関係者だけを集めて開催さ

れます。 
     具体的には、要援護者の心身の状況・経済状況・家庭環境も踏まえ、対応方針

を協議し、提供するサービスを決定します。 
     問題解決に専門医等の考えが必要な場合は、会議への出席を依頼し、さらには、

ケース検討会議にも検討案件として提出しています。※費用弁償：旅費 2,000 円 

 

④ 在宅ケアチームとキーパーソン 

     サービス調整会議の結果に基づき、在宅ケアチーム員となった支援者の方を地

域ケアコーディネーターが招集し、キーパーソンと連絡を密にすることにより、

サービス提供者との連携を図り、的確なサービスを提供します。 
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・在宅ケアチーム 

メンバーは、要援護者と信頼関係のある方やサービス提供機関などの関係者

で構成されています。その役割は、要援護者への支援や目標と課題の共有、役

割分担の決定と相互の連絡方法等の確認のための協議する機会をその状況に応

じて設定します。 
・キーパーソン 

在宅ケアチームの中で要援護者や家族と信頼関係の強い方に調整の役割を持

たせた「キーパーソン」として配置。※費用弁償：旅費 2,000 円 

          
■在宅介護支援センター、自立支援協議会、相談支援事業、生活支援事業との関わり 

地域ケアシステム推進事業では、保健・医療・福祉の会議を月１回開催しています。

会議は、市内の関連施設、関係各課等の担当者の情報の共有や在宅介護支援センターを

始めとする各部門が抱えているケースの課題を協議するなど横の連携を図っています。 
在宅介護支援センターや相談支援事業、生活支援事業は、それぞれの関わりをもった

部門だけの動きになりますが、ここ数年は高齢、障害、経済困窮等の複雑な問題を抱え

るなど在宅で過ごすためには、各担当部門だけでは対応できないケースが見られます。

このようなときに地域ケアシステム事業はその特徴を生かし、総合的な支援を行います。 
 
■参考資料 

地域ケアシステムケース検討会議委員 

機関名 役職等 

医療機関 医師 

社会福祉施設 施設長 

民生委員児童委員協議会連合会 会長・副会長 

社会福祉協議会 事務局長 

土浦保健所 地域保健推進室長 

在宅介護支援センター 介護福祉士 

障害者福祉団体等 身体・知的障害者相談員 

ボランティア連絡協議会 会長 

郵便局 局長 

土浦警察署 駐在所代表者 

老人クラブ連合会 会長 

区長 地元代表者 

行政 消防本部 

教育委員会 

健康増進課 

長寿福祉課 
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ー

1
高
齢
者
宅
侵
入

1
難
病
患
者

 
 

 
 

 
 

 
 

 
0

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

3
セ
ク
ハ
ラ

1
子
育
て
親
等

5
1

1
1

1
2

3
3

5
3

 
8

自
治
会
の
協
力
員
・
推
進
員

1
高
次
脳
機
能
障
害

1
終
末
期
患
者

 
 

 
 

 
 

 
 

 
0

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

8
Ｄ
Ｖ
被
害
者

 
 

 
 

 
 

 
 

 
0

地
域
ｹ
ｱ
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
ｰ

1
0

ひ
き
こ
も
り

3
 

 
 

 
 

 
2

3
 

5
行
政
職
員

9
そ
の
他

4
 

 
 

 
  

 
6

4
 

1
0

家
族
・
親
族

1
9

計
5
0

2
2

2
3
9

2
5

1
4

6
3

3
7

1
2

9
0

5
近
隣
者
・ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ

4
そ
の
他

7
計

8
8

計
1
0

計
7

介
護
保
険
給
付
対
象
者

1
0

5
5

7
1
3

5
1

1
7

2
医
師

0
糖
尿
病

2
地
域
療
育
C
D

1
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

4
4

3
5

8
3

3
8

保
健
師

5
精
神
の
疑
い

3
警
察

1
他
要
援
護
高
齢
者

5
5

4
6

1
2

4
4

1
2

1
看
護
師

0
施
設
入
所
高
齢
者

2
教
師

2
身
体
障
害
者

2
3

2
3

9
2

7
民
生
委
員

1
6
胃
が
ん

1
施
設
職
員

2
知
的
障
害
者

1
1

1
7

1
6

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

1
家
族
の
介
護

1
精
神
障
害
者

1
0

1
1

1
1
1

7
1
5

2
0

7
4

2
3

2
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

1
生
保
希
望
者

1
難
病
患
者

0
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
い
や
が
ら
せ

1
子
育
て
親
等

1
1

1
1

5
1

5
6

1
7

自
治
会
の
協
力
員
・
推
進
員

1
終
末
期
患
者

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

1
1

Ｄ
Ｖ
被
害
者

地
域
ｹ
ｱ
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
ｰ

8
ひ
き
こ
も
り

3
1

2
行
政
職
員

1
6

そ
の
他

2
5

4
5

1
0

6
5

1
1

家
族
・
親
族

2
4

計
3
4

2
2

2
3
9

2
7

4
7

8
8

2
6

2
1

9
3

5
近
隣
者
・ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ

3
そ
の
他

6
計

9
3

計
1
1

計
6

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
／
年
度
別
活
動
状
況

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
状
況

キ
ー

パ
ー
ソ

ン
数

ケ
ー
ス
検
討
会
議

サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議

備
　
　
　
考

H
2
0

H
2
1

ケ
ア
チ
ー
ム
そ
の
他

内
訳
（平

成
21
.3
月
末
）

左
の
う

ち
フ
ァ
ミ

リ
ー
ケ
ア

分

相
談

件
数

ケ
ー
ス

検
討
数

ケ
ー
ス

検
討
数

ｷ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｿ
ﾝ
そ
の
他
内
訳

ケ
ー
ス
の
状
況

件
数

職
種
等

人
数
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在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
数
調
べ

前
年
度

増
減

当
該
年
度

年
度

ケ
ー
ス
区
分

開
催

開
催

３
月
末

　
３
月
末

職
　
種
　
別

数
数

実
数

延
数

実
数

延
数

（
A
）

（
B
）
（
C
）
（
A
＋
B
－
C
）

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
／
年
度
別
活
動
状
況

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
状
況

キ
ー

パ
ー
ソ

ン
数

ケ
ー
ス
検
討
会
議

サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議

備
　
　
　
考

ケ
ア
チ
ー
ム
そ
の
他

内
訳
（平

成
21
.3
月
末
）

左
の
う

ち
フ
ァ
ミ

リ
ー
ケ
ア

分

相
談

件
数

ケ
ー
ス

検
討
数

ケ
ー
ス

検
討
数

ｷ
ｰ
ﾊ
ﾟｰ
ｿ
ﾝ
そ
の
他
内
訳

ケ
ー
ス
の
状
況

件
数

職
種
等

人
数

介
護
保
険
給
付
対
象
者

4
6

6
7

1
7

6
8

1
5

1
医
師

施
設
入
所
高
齢
者

2
教
師

1
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

2
2

2
8

1
7

保
健
師

3
家
族
介
護

1
施
設
職
員

2
他
要
援
護
高
齢
者

4
4

3
4

1
2

3
3

1
2

1
看
護
師

糖
尿
病

2
友
人

1
身
体
障
害
者

1
1

1
1

3
3

3
7

3
1
0

民
生
委
員

1
6
精
神
の
疑
い

1
地
域
療
養
C
D

1
知
的
障
害
者

1
4

4
2

6
3

9
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

1
社
協

1
精
神
障
害
者

4
9

8
1
0

2
3

7
2

2
8

4
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

1
難
病
患
者

0
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

0
子
育
て
親
等

3
1

1
1

6
3

6
7

3
1

9
自
治
会
の
協
力
員
・
推
進
員

1
終
末
期
患
者

0
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

1
3

Ｄ
Ｖ
被
害
者

0
地
域
ｹ
ｱ
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
ｰ

6
ひ
き
こ
も
り

1
1

1
2

1
1

2
行
政
職
員

1
8

そ
の
他

8
1
1

5
6

家
族
・
親
族

3
2

計
2
7

2
2

2
3
5

3
0

3
3

9
3

2
6

2
1

9
8

6
近
隣
者
・ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ

1
そ
の
他

6
計

9
8

計
6

計
6

介
護
保
険
給
付
対
象
者

6
7

4
5

1
5

8
3

2
0

5
医
師

施
設
入
所
高
齢
者

2
教
師

2
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

3
3

2
3

7
3

1
9

保
健
師

2
家
族
介
護

1
施
設
職
員

3
他
要
援
護
高
齢
者

6
4

4
4

1
2

3
1

1
4

3
看
護
師

糖
尿
病

2
友
人

1
身
体
障
害
者

3
1

1
1

2
2

2
1
0

2
1

1
1

3
民
生
委
員

2
2
精
神
の
疑
い

1
S
W

1
知
的
障
害
者

1
4

2
4

9
1

2
8

2
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

1
社
協

1
精
神
障
害
者

8
1

1
1

2
0

7
1
9

2
8

4
3

2
9

5
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

1
難
病
患
者

0
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
親
等

7
　

　
　

6
3

6
9

2
1

1
0

4
自
治
会
の
協
力
員
・
推
進
員

1
終
末
期
患
者

1
0

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

1
1

Ｄ
Ｖ
被
害
者

0
地
域
ｹ
ｱ
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
ｰ

7
ひ
き
こ
も
り

2
3

2
3

2
2

4
行
政
職
員

1
8

そ
の
他

2
2

2
2

6
6

家
族
・
親
族

3
8

計
3
9

2
2

2
5
1

2
8

4
8

9
8

2
5

1
2

1
1
1

2
2
近
隣
者
・ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ

2
そ
の
他

8
計

1
1
1

計
6

計
8

介
護
保
険
給
付
対
象
者

9
4

3
4

2
0

6
1
1

1
5

3
医
師

施
設
入
所
高
齢
者

2
教
師

2
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

3
1
2

3
1
5

9
3

2
1
0
　

保
健
師

2
家
族
介
護

1
施
設
職
員

2
他
要
援
護
高
齢
者

2
1

1
1

4
2

4
1
4

1
2

1
3

3
看
護
師

糖
尿
病

1
友
人

1
身
体
障
害
者

 
4

2
4

1
1

1
1
0

2
民
生
委
員

2
1
不
労

1
保
健
所
職
員

1
知
的
障
害
者

4
7

2
7

8
1

1
8
　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

1
精
神
の
疑
い

1
職
場
上
司

1
精
神
障
害
者

1
4

1
1

1
1
7

6
1
6

2
9

3
4

2
8

2
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

1
地
元
議
員

1
難
病
患
者

 
 

　
　

　
　

0
0

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

0
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

1
子
育
て
親
等

1
8

2
8

1
0
　

　
1
0

2
自
治
会
の
協
力
員
・
推
進
員

2
社
協

1
終
末
期
患
者

 
 

　
　

　
　

　
0

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

3
知
的
施
設

1
Ｄ
Ｖ
被
害
者

 
　

　
　

　
　

0
地
域
ｹ
ｱ
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
ｰ

8
ひ
き
こ
も
り

 
1

1
1

4
2

2
4

行
政
職
員

1
7

そ
の
他

1
　

　
　

6
　

　
6

2
家
族
・
親
族

3
5

計
3
4

2
2

2
5
7

2
1

5
9

1
1
1

1
6

2
3

1
0
4

1
4
近
隣
者
・ﾎ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ

3
そ
の
他

1
1

計
1
0
4

計
6

計
1
1

H
2
4

H
2
2

H
2
3

※
相
談
件
数
に
つ
い
て
は
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
相
談
が
あ
っ
た
数
で
す
。
こ
の
中
に
は
、
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
関
わ
る
も
の
と
、
関
わ
ら
な
い
も
の
が
り
ま
す
。

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
関
わ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
表
の
（
Ｂ
）
で
増
と
な
っ
て
い
る
件
数
で
標
記
し
て
い
ま
す
。
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職
種
等

人
数

介
護
保
険
給
付
対
象
者

13
1

4
1
1

5
2

1
6

3
1

12
46

警
察

15
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

8
1

1
5

1
1

2
1

3
1

1
4

5
26

行
政
職
員

73
他
要
援
護
高
齢
者

12
3

2
8

1
0

2
2

4
4

3
7

36
施
設

9
身
体
障
害
者

9
1

2
6

3
1

1
2

1
1

1
21

40
相
談
事
業
所

11
知
的
障
害
者

7
1

1
5

1
1

2
6

22
39

社
協

13
精
神
障
害
者

20
2

1
18

1
2

6
1

1
1

7
1

1
13

29
93

Ｍ
Ｓ
Ｗ

4
難
病
患
者

0
消
防

3
子
育
て
親
等

6
1

5
1

9
1

2
22

41
Ｎ
Ｐ
Ｏ

2
終
末
期
患
者

0
地
域
療
育
Ｃ
Ｄ

5
Ｄ
Ｖ
被
害
者

0
福
祉
用
具
店

1
ひ
き
こ
も
り

3
3

1
1

4
9
訪
問
入
浴

1
そ
の
他

10
3

2
8

2
2

1
2

16
36

区
長

1
計

88
3

1
31

12
6
1

0
0

17
8

1
5

11
25

14
8

31
13

8
36

6
計

13
8

介
護
保
険
給
付
対
象
者

17
2

11
1
4

7
1

3
4

4
13

59
行
政
職
員

83
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

8
1

6
1

1
1

3
4

1
3

4
25

警
察

14
他
要
援
護
高
齢
者

12
4

2
1
0

1
1

3
1

5
7

34
社
協

13
身
体
障
害
者

7
1

1
2

2
1

1
1

1
19

29
消
防

2
知
的
障
害
者

6
2

1
8

1
2

6
12

32
施
設

9
精
神
障
害
者

23
1

1
17

1
8

4
1

1
7

1
2

14
45

11
2

相
談
事
業
所

11
難
病
患
者

0
N

P
O

2
子
育
て
親
等

7
1

6
1

2
2

2
24

38
保
健
所

2
終
末
期
患
者

0
地
域
療
育
C
D

2
Ｄ
Ｖ
被
害
者

0
S
W

4
ひ
き
こ
も
り

2
3

1
1

2
7

友
人
・
福
祉
用
具
店

2
そ
の
他

11
3

2
8

1
2

6
1

2
3

22
50

教
師

4
計

93
2

1
33

17
7
3

0
0

16
3

1
2

10
29

5
8

38
14

8
38

6
計

14
8

看
護
師
保
健
師

理
学
療

法
士

作
業
療

法
士

地
域
ケ
ア

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

そ
の
他

ケ
ア

チ
ー
ム

数
医
師

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

近
隣
住

民
計

年
度

地
域
包

括
支
援

セ
ン

タ
ー

家
族
親

族
ホ
ー
ム

ﾍ
ﾙ
ﾊ
ﾟｰ

ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ

ﾋ
ﾞｽ

民
生
委

員
・
児

童
委
員

備
考

在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
の

構
成
メ
ン
バ
ー
そ
の
他

内
訳

在
宅
介

護
支
援

セ
ン

タ
ー

H
2
1

H
2
0

ｼ
ｮｰ
ﾄス

テ
イ

ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー

ケ
ー
ス
区
分

在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
の
構
成
メ
ン
バ
ー
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職
種
等

人
数

看
護
師
保
健
師

理
学
療

法
士

作
業
療

法
士

地
域
ケ
ア

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

そ
の
他

ケ
ア

チ
ー
ム

数
医
師

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

近
隣
住

民
計

年
度

地
域
包

括
支
援

セ
ン

タ
ー

家
族
親

族
ホ
ー
ム

ﾍ
ﾙ
ﾊ
ﾟｰ

ﾃ
ﾞｲ
ｻ
ｰ

ﾋ
ﾞｽ

民
生
委

員
・
児

童
委
員

備
考

在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
の

構
成
メ
ン
バ
ー
そ
の
他

内
訳

在
宅
介

護
支
援

セ
ン

タ
ー

ｼ
ｮｰ
ﾄス

テ
イ

ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー

ケ
ー
ス
区
分

在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
の
構
成
メ
ン
バ
ー

介
護
保
険
給
付
対
象
者

15
1

2
12

1
1

7
2

1
6

7
1

6
9

65
警
察

3
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

7
1

5
1

1
1

3
4

1
2

4
23

行
政

94
他
要
援
護
高
齢
者

12
3

2
1
0

2
2

4
2

6
8

39
社
協

11
身
体
障
害
者

10
1

1
2

5
2

1
2

1
3

24
42

相
談
事
業
所

15
知
的
障
害
者

9
2

2
1
1

2
1

3
9

17
47

消
防

2
精
神
障
害
者

28
1

1
15

2
2
3

4
1

1
10

2
2

18
49

12
9
施
設
職
員

11
難
病
患
者

0
S
W

6
子
育
て
親
等

9
2

9
1

2
2

3
29

48
教
師

5
終
末
期
患
者

0
友
人

2
Ｄ
Ｖ
被
害
者

0
警
察

10
ひ
き
こ
も
り

2
4

2
2

1
3

12
N
P
O
法
人

2
そ
の
他

6
3

2
3

1
5

1
3

18
36

計
98

2
3

32
22

7
9

0
0

17
4

1
5

12
38

6
8

51
16

1
44

1
計

16
1

介
護
保
険
給
付
対
象
者

20
1

3
12

1
5

6
2

1
8

10
1

3
11

6
79

警
察

13
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

9
1

7
　

1
1

4
6

2
3

6
31

行
政

96
他
要
援
護
高
齢
者

14
4

2
1
2

2
3

6
1

7
9

46
社
協

9
身
体
障
害
者

11
1

2
6

3
1

　
5

1
3

28
50

相
談
事
業
所

13
知
的
障
害
者

8
2

　
1
0

　
　

　
　

1
9

10
32

消
防

2
精
神
障
害
者

29
2

1
17

2
2
4

2
1

　
1

1
10

2
　

22
52

13
7
施
設
職
員

11
難
病
患
者

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
0

S
W

9
子
育
て
親
等

10
1

1
0

　
　

2
5
　

2
32

52
教
師

9
終
末
期
患
者

　
0
友
人

2
Ｄ
Ｖ
被
害
者

0
地
域
療
養
Ｃ
Ｄ

1
ひ
き
こ
も
り

4
4

3
　

2
2

6
17

N
P
O
法
人

2
そ
の
他

6
3

2
3

1
　

5
1

3
18

36
計

11
1

3
3

34
20

9
0

0
0

12
4

0
6

16
47

9
7

62
16

7
48

0
計

16
7

介
護
保
険
給
付
対
象
者

15
 

2
8

1
2

2
2

9
6

1
4

1
47

警
察

12
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

10
1

7
　

1
1

3
5

2
3

8
31

行
政

91
他
要
援
護
高
齢
者

13
4

1
1
1

2
3

5
1

5
6

38
社
協

2
身
体
障
害
者

10
1

2
6

2
1

　
5

1
3

28
49

相
談
事
業
所

13
知
的
障
害
者

8
2

　
1
1

　
　

　
　

2
10

9
34

消
防

2
精
神
障
害
者

28
2

1
17

1
2
3

2
1

　
1

7
2

　
22

52
13

1
施
設
職
員

11
難
病
患
者

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
S
W

8
子
育
て
親
等

10
1

1
0

　
　

2
5
　

2
32

52
教
師
(学
校
）

9
終
末
期
患
者

　
友
人

2
Ｄ
Ｖ
被
害
者

保
健
所
職
員

2
ひ
き
こ
も
り

4
2

4
4

　
3

3
7

23
N
P
O
法
人

2
そ
の
他

6
2

2
1

1
1

4
1

1
13

26
職
場
上
司
・
議
員

2
計

10
4

3
4

32
12

8
6

0
0

7
4

0
5

17
39

8
5

53
15

6
43

1
計

15
6

 

H
2
4

H
2
2

H
2
3

52



（ ）

千円 8,795 千円

8,800 千円 8,795 千円

財源合計 8,749 千円 8,807 千円 8,800

千円 千円

その他特財の内容

一般財源 8,749 千円 8,807 千円

千円 千円

その他特財
千円 千円

千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円

千円 8,795 千円

財源

内訳

国県支出金
千円 千円

総事業費 8,749 千円 8,807 千円 8,800

800 千円 0.1 人 795 千円0.1 人 807 千円 0.1 人

千円 - 人 - 千円

人件費合計 0.1 人 749 千円

人 - 千円 - 人 -臨時職員等 - 人 - 千円 -

800 千円 0.1 人 795 千円0.1 人 807 千円 0.1 人

8,000 千円

事業費内訳
（平成24年度分）

人件費　　　6,747,341円
消耗品費　　　338,555円
車両維持費　  534,724円
通信費　       37,650円
旅費　        138,000円
光熱水費      203,730円

人
件
費

担当正職員 0.1 人 749 千円

8,000 千円 8,000 千円 8,000 千円

関連事業
（同一目的事業等）

地域ケアシステム推進事業、地域包括支援センター運営事業、介護保険事業、高齢福祉事
業など

コ
ス
ト

25年度（予算） 24年度（決算見込み） 23年度（決算） 22年度（決算）

事
業
費

事業費合計

千
円

千
円

千
円

千
円

事業内容
（手段、手法など）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

在宅介護支援センター 8,000
千
円

24 ％

実施方法

□直接実施

☑業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：市内にある２つの特養施設　　 　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　  　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

実施の背景
　在宅介護支援センターは国の高齢者保健福祉推進１０ヵ年計画に示された「高齢者の尊厳の確保と自
立支援」により要援護の高齢者が自立した生活を尊厳をもって送ることができるよう、また、介護家族へ
の支援が図られるよう、在宅福祉を基本とすることにより設置された。

目　的
（何をどうしたいのか）

　在宅の寝たきり高齢者等の介護者等に対し、在宅介護に関する総合的な相談に応じるととも
に、市役所・町村役場の窓口に行かなくても必要な保健福祉サービスが受けられるよう調整す
るなど、在宅介護の支援を行う。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

　要介護認定を受ける以前の高齢者や介護保険制度をよくわ
かっていないような介護状態にある高齢者及びその家族

対象者数（全住民に対する割合）

10,590 人

根拠法令等 　－ 担当課･係名 長寿福祉課

事務区分 ☑自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 課長　山口雅之

事業シート（概要説明書）

予算事業名 在宅介護支援センター 事業開始年度

上位施策事業名 福祉施設などとの連携体制の強化 担当局・部名 保健福祉部

事業番号２-１-１ 平成25年度 

ここから成果指標を導きます。
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 在宅介護支援センター 事業開始年度

事業番号２-１-１ 平成25年度 

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　在宅介護支援センターは、中学校区に１箇所が望ましいとされているが、本市の設置状況は、千代田地
区、霞ヶ浦地区にそれぞれ１箇所の計２箇所となっている。両地区の支援センターでは介護相談、各種の
手続き代行などがなされ、市役所の高齢福祉係・包括支援センター・地域ケアシステムとの有為的な連携
も図られている。
　今後も現状を維持すべきと考えている。一方、国のゴールドプランに示された在宅介護支援センターを
取り巻く環境は、地域包括支援センターの設置により変化している。対象者が地域包括支援センターと重
複している点や高齢化の進展という大きな課題もあるため、これに対応する体制を整えるための見直しが
必要。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

石　　岡　　市　    21,150千円
土　　浦　　市　 　  6,000千円
小　美　玉　市　 　　　728千円
阿　　見　　町　　　 3,016千円

特記事項

/ / /

/ / /

Ｈ22年度

いきいき健康教室開催回数 回 12 12 12

51千円/人 52千円/人

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

いきいき健康教室で介護相談、健康相談、栄養指導、体操指導を行うことにより、要介護状態
の進行を防ぐための意識付けをいかに多くの市民の方に啓発することができたかという視点か
らの設定。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ24年度 Ｈ23年度

単位当たりコスト 総事業費 ／ 参加者数 42千円/人

/ / /

/ / /

いきいき健康教室参加者数 人 207/174 174/169 169/140

/ / /事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ24年度 Ｈ23年度 Ｈ22年度

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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（ ）

（ ）

（ ）

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

財務諸表URL

総計 千円 収支差 千円

その他 千円

千円

補助金 千円 総計 千円

委託料・指定管理料 千円 その他

その他 千円

市町村からの財政支出金 千円 人件費 千円

事業費 千円

県からの財政支出金 千円 管理費 千円

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円

出資比率 ％ 職員

非常勤 うち
（出向／OB） 監事 うち

（出向／OB）

市出資金 千円 役員

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

団体概要

社会福祉法人　聖朋会
　所在地／かすみがうら市上大堤210-27
　実施事業／特別養護老人ホーム、老人デイサービス事業、老人短期入所事業、老人介護支援センター（サンシャインつく
　　　　　　　　 ば）、保育所事業

社会福祉法人　廣山会
　所在地／かすみがうら市上土田330-2
　実施事業／特別養護老人ホーム、老人デイサービス事業、老人短期入所事業、老人介護支援センター、痴呆対応型老人
　　　　　　　　 共同生活支援事業（プルミエールひたち野）、放課後児童健全育成事業事業

資本金 千円
役
職
員

（単位：人） 常勤 うち
（出向／OB）

総計 8,000 千円 総計 8,000 千円

千円

その他 千円 千円

千円

補助金 千円 旅費 138 千円

委託料・指定管理料 8,000 千円 通信費 38

その他 千円 高熱水費 203

市町村からの財政支出金 千円 車両維持費 535 千円

千円

県からの財政支出金 千円 消耗品費 339 千円

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

　本市における在宅介護支援センター事業は、その事業内容から社会福祉法人に委託することができるため、本事業が制
度化された際、市内に2施設だけあったことに加え、相談、助言、指導を行い対象者及びその家族の状況等を把握し、継続
的な支援が必要となるケースも少なくないため、事業開始当初から上記の社会福祉法人に継続して委託してきた経緯があ
る。

当該事業の
団体における
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 人件費 6,747

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 在宅介護支援センター運営事業 事業開始年度 平成7年度

団体名 特別養護老人ホーム／サンシャインつくば、プルミエールひたち野

平成23事業番号2-1-1 平成25年度 
記載に際しての基本事項
○本シートは、事業の委託・補助先の団体等と行政の関係の全
体像を把握することを目的としています。
○前年度の実績（または見込）に基づいて記載しますが、数値
が確認できない場合は、前々年度のもので構いません。
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（ ）

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

事業内容（箇条書き） 事業費

障害者・障害児

活動指標

事業内容
（手段、手法など）

5,219

5,162 千円

千円

千円

5,219 千円

相談支援事業

社会福祉

平成17年度

かすみがうら市地域生活支援事業実施要綱

23年度（決算） 22年度（決算）

担当課･係名

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

かすみがうら市総合計画 第二章 第三節 障害者福祉の充実

対象者数（全住民に対する割合）

事務区分

千円

千円

0.02 人

24年度（決算見込み ）

国県支出金の内容

千円

202

上位施策事業名

障害者等、障害児の保護者又は障害者等の介護を行う者などからの相談に応じ、必要な情報の
提供等の便宜を提供することや、権利擁護のための必要な援助を行うことにより、障害者等が
自立した日常生活又は社会生活を営むことができるようにする。

千円

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担当局・部名 保健福祉部

課長　齋藤正通

予算事業名

□直接実施

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

5,476

人

その他特財の内容

千円

5,162

千円

事
業
費

千円5,005

千円

千円

5,636

5,636

千円

人
件
費

1570.02

2,705 人

実施方法

事業費合計 千円

25年度（予算）

対　象
（誰・何を対象に） ％

根拠法令等

☑自治事務　　□法定受託事務

関連事業
（同一目的事業等）

202

かすみがうら市地域生活支援事業実施要綱に基づき、相談支援・コミュニケーション支援地域活動支援
センター等の必須事業及び任意事業を実施することにより家族の就労支援及び負担の軽減を図る。

5,017

千円160

人

6.1

☑業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

千円千円

0.02 人

コ
ス
ト

千円

人担当正職員

人件費合計

千円

臨時職員等

157

財源

内訳

0.02 人

千円

千円

国県支出金

千円

千円千円 0.02

地方債

5,162

千円

総事業費

千円 千円

160

人

5,636 千円

千円

5,219

相談支援事業委託
　しらうめ荘　　1,660千円
　しろがね苑    1,842千円
　ほびき園      1,515千円

千円

千円

千円

0.02 人

人

千円

人

千円

0.02

千円

4,601

一般財源

財源合計

事業費内訳
（平成24年度分）

その他特財

0.02 人

4,601

千円

千円

人

4,601 千円

千
円

159

159

4,442 千円

相談支援事業委託
・福祉サービスの利用援助（情報提供、相談等）
・社会資源を活用するための支援（各種支援施策に関
する助言・指導等）
・社会生活力を高めるための支援
・ピアカウンセリング
･権利の擁護ために必要な助言
・専門機関の紹介等

5,005
千
円

千
円

事業番号2-1-2 平成25年度 

ここから成果指標を導きます。
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相談支援事業 平成17年度

事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名

事業番号2-1-2 平成25年度 

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

平成25年度
　・土浦市　　14,268千円
　・石岡市　　18,236千円
　・小美玉市　15,603千円

/

//

/

/

2,436千円

Ｈ23年度

障害者等が自立した日常生活又は社会生活を営むことができるようにする件数。

単位

/

//

/

/

今後も、相談支援事業は障害者や保護者等に必要な情報の提供等の便宜を提供することや、権利擁護のた
めの必要な援助を行う事業なので継続していく。

/

4,274円/件

相談件数 件数

Ｈ22年度

3,719円/件

1,237

2,315

Ｈ22年度

対象者数

/

/

【成果指標名】（実績値/目標値）

/

Ｈ24年度

1,056

5,337円/件

Ｈ24年度単位

特記事項

単位当たりコスト

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

2,575

Ｈ23年度

事
業
実
績

【活動指標名】（実績値/目標値）

相談件数

活動実績

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

/

／総事業費

成果目標
（指標設定理由等）

1,221

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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（ ）

（ ）

（ ）

その他

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

総計 千円 収支差 千円

その他 千円

千円

その他 千円

委託料・指定管理料 千円 千円

補助金 千円 総計

市町村からの財政支出金 千円 人件費 千円

事業費 千円

県からの財政支出金 千円 管理費 千円

千円

千円

5005

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円

出資比率

相談支援事業委託 千円

千円

千円

千円

％

非常勤

役員

監事

職員

市町村からの財政支出金

市出資金

その他

5,005

総計

うち
（出向／OB）

うち
（出向／OB）常勤 うち

（出向／OB）

社会福祉法人川惣会 しらうめ荘、社会福祉法人白銀会 しろがね苑、社会福祉法人明清会 ほびき園

千円 5,005

千円

支出収入

千円

県からの財政支出金

千円

千円

千円

資本金

委託料・指定管理料

総計

その他

千円

千円

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

かすみがうら市地域生活支援事業実施要綱

当該事業の
団体における
収支状況

千円

千円

5,005

補助金

（単位：人）

　障害者等からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言その他の障害福祉サービスの利用支援等、必要な支援を行うと
ともに、虐待の防止及びその早期発見のための関係機関との連絡調整その他の障害者等の権利擁護のために必要な助
言を行う。

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 相談支援事業 事業開始年度 平成17年度

千円

国からの財政支出金

団体名

千円

財務諸表URL

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

団体概要

役
職
員

平成23事業番号2-1-2 平成25年度 
記載に際しての基本事項
○本シートは、事業の委託・補助先の団体等と行政の関係の全
体像を把握することを目的としています。
○前年度の実績（または見込）に基づいて記載しますが、数値
が確認できない場合は、前々年度のもので構いません。
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委託先シート 平成25年度

委託内容 委託先 委託金額 事業者選定方法

身体障害に係る相談
社会福祉法人川惣会

しらうめ荘
1,660 千円 随意契約

知的障害に係る相談
社会福祉法人白銀会

しろがね苑
1,939 千円 随意契約

精神障害に係る相談
社会福祉法人明清会

ほびき園
1,405 千円 随意契約

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円
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（ ）

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

282

千円

147 千円

千円

千円

生活支援事業

社会福祉

事務区分

千円

千円

0.01 人

上位施策事業名

障害者に対し、日常生活上必要な訓練・指導等本人活動支援などを行うことにより、生活の質
向上を図り、社会復帰を促進することを目的とする。

千円

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担当局・部名 保健福祉部

課長　齋藤正通

予算事業名 平成23年度

かすみがうら市地域生活支援事業実施要綱

□直接実施

精神障害者

25年度（予算）

282 千円

その他特財の内容

233

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

127千円155

人

24年度（決算見込み ） 23年度（決算） 22年度（決算）

千円

604 人

千円

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

人人
件
費

780.01

事
業
費

101

かすみがうら市総合計画 第二章 第三節 障害者福祉の充実

実施方法

対象者数（全住民に対する割合）

事業費合計 千円

対　象
（誰・何を対象に） ％

根拠法令等

☑自治事務　　□法定受託事務

担当課･係名

関連事業
（同一目的事業等）

101

障害者等が自立した日常生活又は社会生活を営むため。

千円

千円

千円

人

1.4

☑業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　ほびき園　　　　　　　　）

コ
ス
ト

千円

人担当正職員

人件費合計

千円

千円

0.01 千円

臨時職員等

78

財源

内訳

135

総事業費

千円

国県支出金

207

112

207 千円

地方債

233

人

116

国県支出金の内容

千円

0.01

人

117 千円

人

千円

千円

千円181

千円800.01 人

生活支援事業委託　181千円

千円

千円

80

95 千円

千円

千円

人 千円

千円

千円

一般財源

財源合計

事業費内訳
（平成24年度分）

その他特財

0.01 人

人

千円

千円

千円

生活支援事業委託
・作業訓練の提供（軽作業、メール便配達）
・食事会（調理の練習）
・グループワーク（ＳＳＴ、メンバーミーティング）
・日常生活の支援・相談、地域交流会
・就労に関するプログラムの提供（就労教室・パソコ
ン教室）
・健康づくりに関するプログラムの提供（健康教室の
開催、ストレッチ体操、ウォーキング）
・日常生活の支援、地域交流活動
※複数市町村による前々年度の利用者延人数で毎年の
委託料が変わる。（利用者がいない年度は、委託料の
負担はない）

155
千
円

千円

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

千円

事業番号2-1-3 平成25年度 

ここから成果指標を導きます。
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生活支援事業

事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 平成23年度

事業番号2-1-3 平成25年度 

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

平成25年度
　　　　　　土浦市　3,603千円　　　　牛久市　　　　　　382千円
　　　　　　石岡市　　283千円　　　　河内村　　　　　　105千円
　　　　　　阿見町　　858千円　　　　小美玉市　　　　　　7千円
　　　　　　美浦村　　113千円　　　　かすみがうら市　　155千円
　　　　　　つくば市　318千円

　※複数市町村による前々年度の利用者延人数で毎年の委託料が変わる。（利用者がいない年度は、委託
料の負担はない）

/

/7

/

/

492千円

Ｈ23年度

利用者が日常生活上必要な訓練・指導等本人活動支援などを行うことにより、生活の質向上を
図り、社会復帰すること。

単位

/

//

対象者数

Ｈ24年度

572

今後も、障害者等に対し、日常生活上必要な訓練・指導等本人活動支援などを行う場所が必要なため、継
続していく。

/

2,311円/人

利用者の延人数 人 /

/

利用者の実人数（登録者）

/

Ｈ22年度単位

/

6

【成果指標名】（実績値/目標値）

/

Ｈ24年度

人

135

Ｈ22年度

1,533円/人

Ｈ23年度

特記事項

単位当たりコスト

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

事
業
実
績

【活動指標名】（実績値/目標値）

利用者数

活動実績 /

成果目標
（指標設定理由等）

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

/

／総事業費

122

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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（ ）

（ ）

（ ）

千円

財務諸表URL

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

団体概要

役
職
員

（単位：人）

障害者等に対し、日常生活上必要な訓練・指導等本人活動支援などを行うことにより、生活の質向上を図り、社会復帰を促
進する事業。

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 生活支援事業 事業開始年度 平成23年度

千円

国からの財政支出金

団体名

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

かすみがうら市地域生活支援事業実施要綱

当該事業の
団体における
収支状況

38.75 千円

千円

155

補助金

38.75

千円

千円

千円

資本金

委託料・指定管理料

総計

その他

千円

千円

ほびき園

千円 155

千円

支出収入

77.5 千円

うち
（出向／OB）常勤 うち

（出向／OB）

県からの財政支出金

市町村からの財政支出金

市出資金

その他

38.75

総計

うち
（出向／OB）

％

非常勤

役員

監事

職員

千円

千円

千円

出資比率

生活支援事業委託 千円

千円

千円

155

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 事業費 千円

県からの財政支出金 千円 管理費 千円

市町村からの財政支出金 千円 人件費 千円

委託料・指定管理料 千円 千円

補助金 千円 総計 千円

その他 千円

その他 千円

その他

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

総計 千円 収支差 千円

平成23事業番号2-1-3 平成25年度 
記載に際しての基本事項
○本シートは、事業の委託・補助先の団体等と行政の関係の全
体像を把握することを目的としています。
○前年度の実績（または見込）に基づいて記載しますが、数値
が確認できない場合は、前々年度のもので構いません。
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千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

生活支援事業委託
社会福祉法人明清会

ほびき園
155 千円 随意契約

千円

委託先シート 平成25年度

委託内容 委託先 委託金額 事業者選定方法

千円

千円

千円

千円
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論点整理シート

３テ ー マ 公民館運営のあり方（A:各種事業の展開）（B:施設の維持管理）

議論の
主な

ポイント

【評価対象事業】
　・A3-1：公民館活動推進事業
　・B3-2：霞ヶ浦地区公民館管理事業

【参考事業】
　・A3-1-1：霞ヶ浦公民館運営事業
　・A3-1-2：千代田公民館運営事業
　・A3-1-3：生涯学習事業
　・B3-2-1：千代田公民館管理事業

A：各種事業の展開
●各公民館で実施している事業の必要性の検証
●生涯学習事業で実施している事業の必要性の検証
●生涯学習事業と公民館事業の役割分担の基本的な考え方の確認
　・公民館活動推進事業、霞ヶ浦公民館運営事業、千代田公民館運
営事業、生涯学習推進事業、スポーツ関連事業、自治会で実施して
いる事業との重複の有無、実施事業の参加状況

●公民館機能の必要性の検証
　・公民館事業と生涯学習事業の役割分担から、公民館事業でなら
なければならない事由
　・公民館であることの利用上の課題

B：施設の維持管理
●公民館施設の必要性の検証
　・各公民館の部屋ごとの利用内容と稼働率の確認
　・各公民館の維持管理費と効率的な管理運営のあり方の検証
　・受益者負担の適正化の状況
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（ ）

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

公民館活動推進事業

霞ヶ浦公民館　学習係

事務区分

上位施策事業名

幼児から老人まで、幅広い年齢層の住民が交流や参加のできる身近な事業を提供することで、地域住
民の多様な学習意欲の高揚を図り、親睦と融和を進め、更には地域振興を図る。

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担当局・部名 教育委員会

齋藤　裕之

予算事業名 平成17年

社会教育法、市公民館設置及び管理等に関する条例、市地区公民館運営規則

■直接実施

霞ヶ浦地区住民

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

担当課･係名

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容

16,800 人

市総合計画　第3章第2節　生涯学習の充実

実施方法

対象者数（全住民に対する割合）対　象
（誰・何を対象に） ％

根拠法令等

■自治事務　　□法定受託事務

公民館は、社会教育法により一定区域内の住民のための実際生活に即する教育、学術及び文化に関す
る各種の事業を行い、住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福
祉の増進に努めなければならないとされている。

38

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

千
円

参加者数

球技大会（ソフトボール・バレーボール・ソフト
バレーボール・ゲートボール等）

事業内容（箇条書き） 事業費

539
千
円

活動指標

参加チーム数

移動講座 507

事業番号3-1 平成25年度

20,554

千円

20,554 千円

千円

千円

千円

千円

1.5 人

千円

24年度（決算見込み ） 23年度（決算） 22年度（決算）

国県支出金の内容

千円

12,104

千円

1.5

千円

25年度（予算）

20,554 千円

事
業
費

8,463千円6,843

人

その他特財の内容

18,080

千円

20,458

20,458

事業内容
（手段、手法など）

1 人人
件
費

11,2371.5

総事業費

事業費合計 千円

関連事業
（同一目的事業等）

12,104

千円

千円

千円

人

コ
ス
ト

千円

人担当正職員

人件費合計

千円

国県支出金

千円

1.5 千円

臨時職員等

11,237

財源

内訳

地方債

18,080

人

千円

18,080 千円

16,358

人

千円

千円

20,458 千円

千円

千円人

7,948

8,410 千円8,450

千円11,9951.5 人

・役員報酬　　　　2,783,900円　　　　・管理人賃金　　　1,980,000円
・報償費　　　　　1,463,256円　　　　・旅費　　　　　　　 19,000円
・需用費　　　　　  761,962円　　　　・役務費　　　　　　289,000円
・借上料　　　　　1,152,900円　　　　　　合　計　8,450,018円

千円

千円

千円

千円

千円

7,94811,995 1

16,358

千円

16,358 千円

千円

千円

人

一般財源

財源合計

事業費内訳
（平成24年度分）

その他特財

1.5 人

ハイキング 596

人

千円

その他（歩く会、地域産業体験事業他） 516
千
円

参加者数

千
円

参加者数

合同運動会、体育祭 1,528
千
円

参加者数

20,554千円18,080 20,458千円 16,358千円財源合計 千円
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公民館活動推進事業

事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 平成17年

事業番号3-1 平成25年度

6/6事業

Ｈ23年度

各種事業を設定して、老若男女・年代間の参加を促し、地域住民である意識・誇りを啓発し、
住民活動を活性化していく。

単位

事業実施数

Ｈ24年度

6/6

年間参加者総数 人 6,950/7,000

6/6

Ｈ22年度

【成果指標名】（実績値/目標値） Ｈ24年度

6,710/7,000

単位

Ｈ22年度

Ｈ23年度

単位当たりコスト

事
業
実
績

【活動指標名】（実績値/目標値）

活動実績

成果目標
（指標設定理由等）

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

／

6,666/7,000

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

24年度において霞ヶ浦地区の６地区公民館で実施した事業は６事業、参加者数は6,666人。23年度は6,710
人であった。1事業当り約1,200人強の参加を頂いていることになる。市民全体を対象に公募し講座等を実
施する霞ヶ浦公民館の受講者数は約1,000人、千代田公民館は約1,500人なので、中央公民館的な位置づけ
の両公民館事業よりも参加者が多いことが分かる。地域のコミュニティ活動が活発に行われている証しで
ある。今後は、参加者の高齢化が進行しているので、高齢者向けの事業や若年層の参加について検討して
行かなくてはならない。

特記事項

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

牛渡、安飾、志士庫地区第1公民館には管理人がいる。管理人賃金については、平成25年度、支出科目を
公民館活動事業から霞ヶ浦地区公民館管理事業へ移行。
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（ ）

事業シート（概要説明書）

予算事業名 霞ヶ浦公民館運営事業 事業開始年度 平成17年度

上位施策事業名 市総合計画　第3章　第2節　生涯学習の充実 担当局・部名 教育委員会

根拠法令等 社会教育法、市公民館設置及び管理に関する条例 担当課･係名 霞ヶ浦公民館　学習係

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 齋藤　裕之

実施の背景
　社会教育法（昭和24年法律第207号）の施行により、社会教育の奨励に必要な施設を設置及び運営し、
生涯学習の振興に寄与することが法的に位置づけられた。

目　的
（何をどうしたいのか）

　あらゆる機会、あらゆる場所を利用して、市民自ら実際生活に即する文化教養を高めてもらう
ために、必要な学習環境の提供とその奨励に努める。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

霞ヶ浦地区住民
対象者数（全住民に対する割合）

16,800 人 38 ％

実施方法

■直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

映画会 561
千
円

開催回数

パソコン講座 125
千
円

開催回数

アロマセラピーで癒しの講座を 70
千
円

開催回数

できたら安寧！韓国語 74
千
円

開催回数

その他（夏休み絵画教室、子ども釣り教室、クリ
スマス＆お正月料理等）

64
千
円

開催回数

関連事業
（同一目的事業等）

千代田公民館運営事業

コ
ス
ト

25年度（予算） 24年度（決算見込み ） 23年度（決算） 22年度（決算）

事
業
費

事業費合計 1,626 千円 1,498 千円 1,351 千円 1,248 千円

事業費内訳
（平成24年度分）

・講師謝礼　　　333,000円　　　　　　・普通旅費　　1,000円
・需用費　　　　481,657円　　　　　　・役務費　　 37,250円
・借上料　　　　573,672円　　　　　　・負担金　　 41,700円
・自動車重量税　 30,000円　　　　　　　　合　計　1,498,279円

人
件
費

担当正職員 0.5 人 3,746 千円 0.5 人 4,035 千円 0.5 人 3,999 千円 1 人 7,948 千円

臨時職員等 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円

人件費合計 0.5 人 3,746 千円 0.5 人 4,035 千円 0.5 人 3,999 千円 1 人 7,948 千円

総事業費 5,372 千円 5,533 千円 5,350 千円 8,098 千円

財源

内訳

国県支出金
千円 千円 千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円

その他特財
351 千円 194 千円 269 千円 238 千円

その他特財の内容 各種講座の参加料

一般財源 5,021 千円 5,339 千円 5,081 千円 7,860 千円

財源合計 5,372 千円 5,533 千円 5,350 千円 8,098 千円

参考事業3-1-1 平成25年度 

ここから成果指標を導きます。
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事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ24年度 Ｈ23年度 Ｈ22年度

講座の開設数 件 11/11 11/11 14/11

映画の上映 日 3/3 3/3 3/3

/ / /

/ / /

単位当たりコスト ／

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

多様な学習機会の拡大に向けた講座の開設に努める。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ24年度 Ｈ23年度 Ｈ22年度

講座の年間受講率 ％ 74/80 81/80 81/80

映画会の年間入場率 ％ 54/80 74/80 84/80

/ / /

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　学習や教育の機会が多様化し市民社会が成熟した中で、行政主導の社会教育の在り方について、見直し
の動きが各地で起きている。指定管理者制度の採用や地方自治法に基づく公の施設への転換、例えば「地
域交流センター」等への移行である。いずれも、社会教育施設の枠を超えた住民ニーズの受け皿整備とい
う考え方である。
　当面の方向としては、現行制度の枠内（教育委員会）での事業運営を目指しているが、近隣の動向にも
注意を払いながらこれからの地域の在り方を検討していく。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

県内における交流センター設置市町村は、以下の通り。

・水戸市（内原地区を除く）
・日立市
・つくば市
・龍ヶ崎市
・牛久市
・鹿嶋市
・古河市

特記事項

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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（ ）

事業シート（概要説明書）

予算事業名 千代田公民館運営事業 事業開始年度 平成17年度

上位施策事業名 市総合計画　第3章　第2節　生涯学習の推進 担当局・部名 教育委員会

根拠法令等 社会教育法、市公民館設置及び管理に関する条例 担当課･係名 千代田公民館　学習係

事務区分 ☑自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 飯田　泰寛

実施の背景
　社会教育法（昭和24年法律第207号）の施行により、社会教育の奨励に必要な施設を設置及び
運営し、生涯学習の振興に寄与することが法的に位置づけられた。

目　的
（何をどうしたいのか）

　あらゆる機会、あらゆる場所を利用して、市民自ら実際生活に即する文化的教養を高めても
らうために、必要な学習環境の提供とその奨励に努める。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

　千代田地区住民
対象者数（全住民に対する割合）

27,300 人 62 ％

実施方法

☑直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

パソコン講座 315
千
円

開催回数

陶芸講座 56
千
円

開催回数

参考事業 3-1-2 平成25年度

事業内容
（手段、手法など） 書道講座 30

千
円

開催回数

歴史移動講座 18
千
円

開催回数

その他（アレンジメント、ヨガ、アクセサリー、
クラフト、料理、そば打ち等）

659
千
円

開催回数

関連事業
（同一目的事業等）

　霞ヶ浦公民館運営事業

コ
ス
ト

25年度（予算） 24年度（決算見込み ） 23年度（決算） 22年度（決算）

事
業
費

事業費合計 1,143 千円 1,080 千円 1,145 千円 1,036 千円

事業費内訳
（平成24年度分）

　・講師謝礼………1,077,500円
　・普通旅費………　　2,000円

人
件
費

担当正職員 0.5 人 3,746 千円 1 人 8,069 千円 0.5 人 3,999 千円 1 人 7,948 千円

臨時職員等 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円

人件費合計 0.5 人 3,746 千円 1 人 8,069 千円 0.5 人 3,999 千円 1 人 7,948 千円

総事業費 4,889 千円 9,149 千円 5,144 千円 8,984 千円

財源

内訳

国県支出金
千円 千円 千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円

その他特財
543 千円 908 千円 625 千円 586 千円

その他特財の内容 　各種講座の参加料

一般財源 4,346 千円 8,241 千円 4,519 千円 8,398 千円

財源合計 4,889 千円 9,149 千円 5,144 千円 8,984 千円財源合計 4,889 千円 9,149 千円 5,144 千円 8,984 千円
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事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ24年度 Ｈ23年度 Ｈ22年度

　各種講座の開設数 件 27/20 23/20 20/20

/ / /

/ / /

/ / /

単位当たりコスト ／

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

　多様な学習機会の拡大に向けた講座の開設に努める。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ24年度 Ｈ23年度 Ｈ22年度

　各種講座の受講率 ％ 96.4/75.0 78.1/75.0 78.1/75.0

/ / /

/ / /

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　学習や教育の機会が多様化し市民社会が成熟した中で、行政主導の社会教育のあり方につい
て、見直しの動きが各地で起きている。指定管理者制度の採用であったり、地方自治法に基づ
く公の施設への転換、例えば「地域交流センター」等への移行である。いずれも、社会教育施
設の枠を超えた住民ニーズの受け皿整備という考え方である。
　当市の方向としては、現行制度の枠内（教育委員会）での事業運営を目指しているが、近隣　当市の方向としては、現行制度の枠内（教育委員会）での事業運営を目指しているが、近隣
の動向にも注意を払いながら、これからの地域のあり方を検討していく。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

　県内における交流センター設置市町村は、以下の通り。

　・水戸市（内原地区を除く）
　・日立市
　・つくば市
　・龍ヶ崎市
　・牛久市
　・鹿嶋市
　・古河市

特記事項
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平成２４年度 マナビィ一覧表

《千代田公民館運営事業》

千代田公民館講座

単価 時間 回数 謝金

パソコン講座（ゆっく
り学べる基礎とステッ
プアップ）

5/19.26.6/2.9.16
（全5回）

21名／
20名

片岡　秀典 88名 3,500 3.0 5 52,500 56,700

パソコン講座（楽しく
習得！生活実用向け
ワード）

7/3.10.17.24.31
（全5回）

22名／
20名

片岡　秀典 97名 3,500 3.0 5 52,500 59,400

パソコン講座（ゆっく
り学べる基礎 エクセ
ル編）

8/24・9/7.14.21.28
（全5回）

17名／
20名

片岡　秀典 73名 3,500 3.0 5 52,500 56,700

パソコン講座（年賀状
宛名＆文面作成）

10/20.27.11/10.17.24
(全5回）

22名／
20名

片岡　秀典 99名 3,500 3.0 5 52,500 59,400

パソコン講座（音楽と
写真のアルバム作成）

1/15.22.29.2/5.12
（全5回）

22名／
20名

片岡　秀典 103名 3,500 3.0 5 52,500 59,400

パソコン講座（イン
ターネット体験１）

2/19.26.3/5.12.19
（全5回）

15名／
10名

片岡　秀典 66名 3,500 1.5 5 26,250 40,500

パソコン講座（イン
ターネット体験２）

2/19.26.3/5.12.19
（全5回）

13名／
10名

片岡　秀典 60名 3,500 1.5 5 26,250 35,100

パソコン講座（事業
費）

132名／
120名

586名 315,000 367,200

親子陶芸講座（小学３
～６年）午前の部

7/28.8/4
（全2回）

26名／
36名

飯田　卓也 50名 3,500 2.0 2 14,000 20,800

親子陶芸講座（小学３
～６年）午後の部

7/28.8/4
（全2回）

12名／
36名

飯田　卓也 24名 3,500 2.0 2 14,000 19,200

陶芸講座
10/16.23.30.11/6
（全4回）

11名／
14名

飯田　卓也 37名 3,500 2.0 4 28,000 22,000

陶芸講座（事業費）
49名／
86名

111名 56,000 62,000

書道講座（小学３～６
年）午前の部

7/28.8/4
（全2回）

21名／
20名

佐藤　幸子 41名 2,500 2.0 2 10,000 10,500

書道講座（小学３～６
年）午後の部

7/28.8/4
（全2回）

21名／
20名

佐藤　幸子 38名 2,500 2.0 2 10,000 10,500

書初め講座（小学３～
６年）

1/5
（全1回）

16名／
15名

佐藤　幸子 16名 2,500 2.0 2 10,000 11,200

書道講座（事業費）
58名／
55名

95名 30,000 32,200

歴史移動教室（長野県
上田市）

5/25
（全1回）

41名／
40名

石毛　　正 41名 9,000 1.0 1 9,000 210,000

歴史移動教室（神奈川
県鎌倉市）

10/26
（全1回）

39名／
40名

石毛　　正 39名 9,000 1.0 1 9,000 195,000

歴史移動講座（事業
費）

80名／
80名

80名 18,000 405,000

フラワーアレンジメン
ト＆プリザードフラ
ワー講座

5/25.6/8.22.7/13.27
（全5回）

14名／
15名

齋藤　由美子 60名 2,500 2.0 5 25,000 28,000

ヨガ体験講座
5/30.6/6.13.20
（全4回）

25名／
18名

三浦　美智子 86名 3,500 1.5 4 21,000 30,000

ヨガ体験講座
10/17.24.11/7.14
（全4回）

18名／
14名

三浦　美智子 60名 3,500 1.0 4 14,000 25,000

報償費
参加料

（単位：円）

参考資料

講座名 期　日
参加者／
定員

講師名 延参加者
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平成２４年度 マナビィ一覧表

単価 時間 回数 謝金

ベネチアンガラスアク
セサリー講座

6/1.8.22.29.7/13
（全5回）

9名／
15名

川田　淳子 43名 3,500 3.0 5 52,500 56,700

まゆクラフト講座Ⅰ
10/26.11/9.30
（全3回）

12名／
15名

田崎　秀子 33名 2,500 2.0 3 15,000 12,000

まゆクラフト講座Ⅱ
1/18.2/1.15
（全3回）

14名／
15名

田崎　秀子 37名 2,500 2.0 3 15,000 14,000

料理講座（初心者対
象）

11/8.22.12/6
（全3回）

5名／
15名

佐久間美津江 14名 2,500 3.0 3 22,500 7,500

手編み講座
10/3.17.11/7.21.12/5.19.1/16
（全7回）

29名／
25名

稲葉　幸子 173名 3,500 2.0 7 49,000 58,000

手作り甘味噌講座
11/10
（全1回）

20名／
20名

秋葉　節夫 20名 3,500 3.0 1 10,500 10,000

手作り味噌講座
2/16
（全1回）

35名／
25名

秋葉　節夫 35名 3,500 3.0 1 10,500 14,000

手打ちそばづくり講座
12/1.8
（全2回）

25名／
20名

やまゆり
蕎麦の会

45名 10,000 1.0 2 20,000 25,000

手作りしめ縄（玄関飾
り）講座

12/15
（全1回）

13名／
20名

塙　　富治 13名 2,500 3.0 1 7,500 5,200

陶芸用ガス窯運転
4月.5月.6月.8月.9月．10月（2回）.12
月.1月.2月.3月
（全11回）

396,000

その他（事業費）
219名／
217名

619名 658,500 285,400

合計（事業費）
538名／
558名

1,491名 1,077,500 1,151,800

報償費
参加料講座名 期　日

参加者／
定員

講師名 延参加者
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（ ）

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

16,021千円15,451

生涯学習推進事業

生涯学習課

事務区分

千円

千円

1.4 人

上位施策事業名

生涯にわたる学習を通して自らの人生を豊かに、生きがいのあるものにし、 一人ひとりが自己
の向上を高めるために、市民へ生涯学習の普及を行うとともにさまざまな学習機会を提供する。

千円

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担当局・部名 教育委員会

木村俊夫

予算事業名 平成17年度

教育基本法、社会教育法、

24年度（決算見込み ） 23年度（決算） 22年度（決算）

国県支出金の内容

千円

11,297

千円

1.4

千円

■直接実施

乳幼児を除く市民

25年度（予算）

16,021 千円

事
業
費

4,551千円4,963

人

千円

報酬　　1,515千円（社会教育委員報酬315、社会教育指導員報酬1200）
報償費　51,000円(市民ふれあい農園講師謝礼21、トレッキング30)
旅費　193,480円（費用弁償59、普通旅費134）
需用費　958,997円（消耗品339、燃料費165、食糧費11、印刷341、修繕103）
役務費　252,558円（通信運搬180、手数料12、保険60）
使用料及び賃借料　479,935円（入場料14、借り上げ料361、通行料14、土地借上げ90）
負担金補助及び交付金　1,259,789円（負担金145、補助1114）
公課費　13,200円（重量税13）

千円

千円人

人

千円

■補助金〔直接・間接〕（補助先：生涯学習フェスティバル他
　　　　　　　　　　　　　　　　実施主体：生涯学習フェスティバル実行委員会他）

18,946

18,946

■自治事務　　□法定受託事務

担当課･係名

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

42396

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

国民の学習に対する多様な需要を踏まえ、これに適切に対応するために必要な学習の機会の提供及び
その奨励を行うことにより、生涯学習の振興に寄与することとなるよう努める

千円

その他特財の内容

千円

事業内容
（手段、手法など）

1.8 人人
件
費

10,4881.4

関連事業
（同一目的事業等）

11,297

千円

総事業費

第3章第2節　生涯学習の充実

実施方法

対象者数（全住民に対する割合）

事業費合計 千円

対　象
（誰・何を対象に） ％

根拠法令等

千円

96.06

臨時職員等

10,488

人 人

4,4274,724

事業費内訳
（平成24年度分）

182

財源

内訳

コ
ス
ト

千円

人担当正職員

人件費合計

地方債

15,451

人

千円

国県支出金

18,733千円

千円

18,946 千円

千円

1.8

千円

千円

15,221 千円

千円

230

千円

14,306千円14,3951.4 人

千円

千円

千円

14,30614,395 1.8

18,733

18,733 千円

千円

千円

人 千円

千円

一般財源

財源合計

16,021 千円

その他特財

1.8 人

千
円

参加者数

市民ふれあい農園
　野菜等の栽培を通じて土に親しみ、農業を理解し余暇を楽
　しむとともに健康づくりを行う

148

人

マナビィ発行事業
　関係各課にて開催する生涯学習関連講座を一冊にまとめ市
　民に周知を行う

千円

生涯学習人材バンク登録事業
　市民の持つ資格・特技等を登録し、指導者を探す団体等へ
　紹介していくシステム

事業内容（箇条書き） 事業費

42
千
円

活動指標

登録者数

高齢者大学
　高齢者が生活に生きがいを見出すための趣味や娯楽活動、
　時事問題の学習等を行う活動

14

千
円

発行数

千
円

参加者数

生涯学習フェスティバル開催
　学習意欲の向上や学習者間の交流などを図るため、学習成
　果の発表の場としてイベントを開催

696
千
円

参加者数

事業番号3-2-3 平成25年度 

ここから成果指標を導きます。ここから成果指標を導きます。

事業番号3-1-3 平成25年度 

ここから成果指標を導きます。
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生涯学習推進事業

事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 平成17年度

事業番号3-2-3 平成25年度 事業番号3-1-3 平成25年度 

指導者登録制度実施状況　　県内　33/44市町村
指導者登録制度登録者数　　土浦市　44人、石岡市　83人、行方市　なし、小美玉市　18人

8/8

/

114/100

17/1513/15

Ｈ24年度

47/50

/

41/50人

8/8

/

0.91

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ22年度

//

0.64

72/50

Ｈ22年度

103/100

8/15

108/100

件

Ｈ23年度

人材バンク利用件数

高齢者大学参加者数 人

単位

0.540.64

Ｈ23年度

千円

【活動指標名】（実績値/目標値）

登録者数

活動実績 8/8

／事業費

Ｈ24年度

/

生涯学習推進人材バンク登録者数

単位当たりコスト

事業費 ／ 開催回数 千円

高齢者大学開催回数 回

0.88 1.81

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

生涯学習の普及を行うとともにさまざまな学習機会を提供する

成果
（目標達成状況）

/

事
業
実
績

特記事項

/ /

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

・学習や教育の機会が多様化し、生涯学習事業に対するニーズも変化しつつあるため、多様化するニーズに
対処するよう内容を精査する。

・人材バンクの登録については、登録者が減少傾向にある為、人材バンク利用者の増加を図り、ひいては登
録者の増加を増やしていくことが必要である。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

高齢者学級開設状況　　県内　37/44市町村
高齢者学級参加者数高齢者学級参加者数　土浦市516人、石岡市2953人、行方市　事業なし、小美玉市363人

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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（ ）

非常勤 うち
（出向／OB） 監事 うち

（出向／OB）

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

団体概要

生涯学習事業において、学習意欲の向上や学習者間の交流などを図るため、学習成果の発表の場としてフェスティ
バルを開催するために、フェスティバル開催に係る企画、運営を行う。

実行委員会開催回数　　５回
実行委員会数　　　　　　１３名
参加団体数　　　　　　　54団体
参加人数　　　　　　　　２４００人

資本金 千円 役 （単位：人） 常勤 うち
（出向／OB）

総計 696 千円 総計 696 千円

千円

その他 千円 千円

千円

補助金 696 千円 千円

委託料・指定管理料 千円

その他 千円

市町村からの財政支出金 千円 千円

千円

県からの財政支出金 千円 千円

団体への
支出根拠
（選定経過
等、支出先の
妥当性）

生涯学習の普及及び啓発並びに青少年の健全育成を図るために、生涯学習フェスティバルの実施に必要な、補助
金を市生涯学習フェスティバル実行委員会に交付する

当該事業の
団体における
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 事業費 696

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）
予算事業名 生涯学習推進事業 事業開始年度 平成17年度

団体名 かすみがうら市生涯学習フェスティバル実行委員会

平成23事業番号3-1-3 平成25年度

（ ）

（ ）

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

財務諸表URL

総計 千円 収支差 0 千円

その他 千円

千円

補助金 千円 総計 千円

委託料・指定管理料 千円 その他

その他 千円

市町村からの財政支出金 千円 人件費 千円

事業費 千円

県からの財政支出金 千円 管理費 千円

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円

出資比率 ％ 職員

非常勤 （出向／OB） 監事 （出向／OB）

市出資金 千円 役員

資本金 千円 役
職
員

（単位：人） 常勤 （出向／OB）
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（ ）

（ ）

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

市内の小・中学校におけるＰＴＡ相互の緊密な連携を図るとともにPTAの活動を推進し、研修会の開催や研修会へ
参加し、青少年の健全育成と福祉の増進を図る。

千円

千円

総計 1148 千円 総計 941 千円

その他 会費、繰越金他 814 千円

202 千円 千円

千円

委託料・指定管理料 千円

その他 千円

補助金

市町村からの財政支出金 202 千円 人件費

その他

県からの財政支出金 132 千円 管理費 千円

当該事業の
団体における
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 事業費 941 千円

千円

団体への
支出根拠
（選定経過
等、支出先の
妥当性）

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）
予算事業名 生涯学習推進事業 事業開始年度 平成17年度

団体名 かすみがうら市ＰＴＡ連絡協議会補助金

小学校及び中学校におけるＰＴＡ活動を推進し、社会教育と学校教育の連携を深め、青少年の健全育成と福祉の増
進を図るため、かすみがうら市PTA連絡協議会に対し補助金を交付する

平成23事業番号3-1-3 平成25年度

（ ）

（ ）

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

財務諸表URL

総計 千円 収支差 千円

その他 千円

千円

補助金 千円 総計 千円

委託料・指定管理料 千円 その他

その他 千円

市町村からの財政支出金 千円 人件費 千円

事業費 千円

県からの財政支出金 千円 管理費 千円

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円

出資比率 ％ 職員

非常勤 うち
（出向／OB） 監事 うち

（出向／OB）

市出資金 千円 役員

団体概要

会員数　　2915名

資本金 千円
役
職
員

（単位：人） 常勤 うち
（出向／OB）
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（ ）

（ ）

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

ちよだ太鼓保存のために児童及び生徒に演奏技術を継承するとともに、そこで学んだ演奏技術を地域に紹介し、ち
よだ太鼓を未来永劫保存することを目的とする。

千円

千円

総計 287 千円 総計 283 千円

その他 会費他 71 千円

216 千円 千円

千円

委託料・指定管理料 千円

その他 千円

補助金

市町村からの財政支出金 216 千円 人件費

その他

県からの財政支出金 千円 管理費 千円

当該事業の
団体における
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 事業費 283 千円

千円

団体への
支出根拠
（選定経過
等、支出先の
妥当性）

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）
予算事業名 生涯学習推進事業 事業開始年度 平成17年度

団体名 ちよだ太鼓保存会

地域のシンボルとしてちよだ太鼓を児童及び生徒に継承し、演奏を通して地域を紹介するとともに、太鼓の学習を通
して青少年の健全育成と地域の活性化を図ることを目的とし、ちよだ太鼓保存会に補助金を交付する

平成23事業番号3-1-3 平成25年度

（ ）

（ ）

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

財務諸表URL

総計 千円 収支差 千円

その他 千円

千円

補助金 千円 総計 千円

委託料・指定管理料 千円 その他

その他 千円

市町村からの財政支出金 千円 人件費 千円

事業費 千円

県からの財政支出金 千円 管理費 千円

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円

出資比率 ％ 職員

非常勤 うち
（出向／OB） 監事 うち

（出向／OB）

市出資金 千円 役員

団体概要

練習日　　　毎週月曜日　保存会練習、毎週火曜日5時限目　上佐谷小学校練習
演奏披露　　保育園、民間施設、市音楽発表会、かすみがうら祭り、他各種イベントでの演奏
会員数　　　１４名

資本金 千円
役
職
員

（単位：人） 常勤 うち
（出向／OB）
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力

可
能

セ
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平
成
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3
年

度
決

算
の

状
況

継
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体
  
2.
個
人
　
3.
そ
の
他
)

該
当

し
て

い
る

も
の

に
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

課
生

涯
学

習
課

c

補
助

等
の

目
的

（
当

初
及

び
事

業
拡

大
等

の
変

更
な

ど
）

期
間

1
0
0
4
0
1
社

会
教

育
総

務
費

予
算

区
分

(1
.市

単
　

2.
県

単
　

3.
国

補
　

4.
そ
の
他
)

市
単

6
0
8
,
1
8
0

hg

2
0
1
,
0
2
3

部

補
助

金
名

称

一
般

会
計

か
す

み
が

う
ら

市
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
絡

協
議

会
補

助
金

1
/

1

教
育

委
員

会

会
計

科
目

名
称 根

拠

補
助

金
の

形
態

3
　
1.
補
助
率
　
2.
単
価

　
3.
定
額
　
　
4.
そ
の
他

定
額

補
助

金

予
算

9
4
1
,
7
8
3

9
4
1
,
7
8
3

3
国

（
県

）
か

ら
直

接
補

助
を

受
け

て
い

る

う
ち

補
助

対
象

額

シ ス

団
体

数

%

基
金

の
目

的

補
助

金
等

に
関

す
る

調
書

事
業

費
に

飲
食

費
が

含
ま

れ
て

い

6
2
8
,
8
1
0

5
,
7
2
9

9
8
,
0
0
0

1
3
1
,
9
8
8

平
成

1
7

会
議

費
（

事
務

費
含

む
）

イ

研
修

費
（

旅
費

）
ウ

% % %

ア

7
4
,
0
0
0

1
7
.
6

7
0
.
9

(
7
4
,
0
0
0
)

(
9
0
,
0
0
0
)

9
0
,
0
0
0

交
際

費

事
業

費
エ

負
担

金
及

び
補

助
金

オ カ

(
5
4
0
,
9
0
5
)

円

2
9
0
,
0
0
0

(
5
7
0
,
0
0
0
)

(
)

基
金

の
現

在
高

基
金

の
状

況
(
H
2
4
.
3
末

)

繰
越
金
と
市
補
助
金
の
割
合
(X
/b
)

(
)

(
2
9
0
,
0
0
0
)

慶
弔

費
(
)

(
2
4
8
,
2
4
0
)

2
4
8
,
2
4
0

(
)

年
平

成
1
7

ク

(
)

キ

d

5
,
0
5
3

fe

終
了

年
度

年

補
助

等
の

根
拠

規
定

1 か
す

み
が

う
ら

市
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
絡

協
議

会
補

助
金

交
付

要
項

H
2
4
予

算

(
)

7
8
,
6
3
8

1
2
0
,
0
0
0

(
)

H
2
4
決

算

(
7
8
,
6
3
8
)

(
1
2
0
,
0
0
0
)

補
助

金
の

分
類

計

う
ち

自
主

財
源

(1
.あ

る
　
2.
な
い
)

そ
の

他
の

雑
収

入

当
初

の
目
的

：
市

内
小

・
中

学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ

の
緊

密
な

連
携

を
図

り
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
活

動
の

向
上

・
発

展
を

図
る

。
変

更
等

：

継
足

補
助

の
有

無
（
国
県
の
上
乗
せ
分
）

前
年

度
繰

越
金

施
行

年
度

公
共

的
事

業
補

助

2
0
6
,
4
6
1

8
4
1
,
0
0
0

i
1
,
1
4
8
,
2
4
4

3

1
7

○○
1

会
費

を
徴

収
し

て
い

る

補
助

金
が

な
け

れ
ば

活
動

で
き

な
い

2 3

8

市
補

助
金

等

区
等

補
助

金
等

そ
の

他
補

助
金

等

b

う
ち

補
助

金

2
0
2
,
0
0
0

2
0
2
,
0
0
0

○
親

睦
会

費
（

ゴ
ル

フ
／
観
劇
／
飲
食
等
）

ⅱ ⅳ

補
助

基
準

及
び

実
績

等

活
動

範
囲

2
市

内

構
成

員
の

範
囲

発
足

年
度

補
助

金
開

始
年

度

補
助

金
終

了
年

度

平
成

対
象

団
体

団
体

団
体

団
体

の
場

合

概
算

払
／

前
金

払
を

行
っ

て
い

る
7

補
助

金
の

効
果

及
び

期
待

そ
の

他
(
企

業
等

)

ⅴ

団
体

名
か

す
み

が
う

ら
市

Ｐ
Ｔ

Ａ
連

絡
協

議
会

人

交
付

対
象

区
分

組
織

構
成

人
数

3
,
7
1
0

代
表

者
名

会
長

　
村

山
　

邦
彦

飲
食

費

ⅰ現
状

で
は

目
的

を
達

す
る

の
は

難
し

い

5
4
0
,
9
0
5

(
)

(
)

親
睦

会
費

k
3
3
3
,
9
8
8

(
7
1
,
0
0
0
)

3
0
0
,
0
0
0

1
,
1
4
1
,
0
0
0

8
1
4
,
2
5
6

j

4

補
助

金
を

充
て

て
い

る
費

目

2

X
計

○ ○
繰

越
金

及
び

積
立

金

2
市

内
(1
.地

域
　
2.
市
内
　
3.
そ
の
他
)

年年
1
7

様
式

の
修

正
（

項
目

の
追

加
と

削
除

）
は

し
な

い
で

下
さ

い
。

事
業

・
団

体
の

予
算

及
び

決
算

の
状

況
　

（
単

位
　

円
）

歳
 
 
入

H
2
4
決

算

会
費

（
分

担
金

等
）

a

事
業

収
入

(
)

住
民

自
治

・
社

会
福

祉
面

で
の

高
い

必
要

性

※
注
意
：
上
段
括
弧
に
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い
て
は
補
助
対
象
額
を
入
力
願
い
ま
す

1
,
1
4
1
,
0
0
0

1
,
1
4
1
,
0
0
0

7
1
,
0
0
0

ケ

H
2
4
予

算

○

歳
 
 
出

(
)

積
立

金

(
)

(
)

2
0
6
,
4
6
1

コ サ

人
件

費

（
H2
3決

算
列

　
ｉ

－
ｼ）

補
助
対
象
額
と
市
補
助
金
の
割
合
(b
/ｽ
)

平
成

23
年

度
決

算
の

繰
越

金

参
加

者
負

担
金

等

そ
の

他
の

支
出

歳
入
に
占
め
る
市
補
助
金
の
割
合
(b
/i
)

歳
入
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
(j
/i
)

2
1
.
4

1
0
2
.
2

5
7
0
,
0
0
0

宿
泊

費

長
期

交
付

に
よ

り
既

得
権

化
し

て
い

な
い

補
助

基
準

及
び

実
績

等

年
交

際
費

概
算

払
／

前
金

払
を

行
っ

て
い

る

6

行
政

(
担

当
課

)
が

事
務

局
で

あ
る

5

(1
.地

域
　
2.
市
内
　
3.
そ
の
他
)

団
体

人

市
税

等
滞

納
者

に
も

補
助

が
で

き
る

（
要
綱
等
に
定
め
て
い
な
い
）

ⅲ

市
内

小
中

学
校

P
T
A
の

緊
密

な
連

携
の

図
り

、
P
T
A
活

動
の

向
上

・
発

展
を

目
的

に
組

織
さ

れ
て

い
る

。
補

助
金

の
交

付
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受
け

る
こ

と
に

よ
り

、
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導
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研
修

会
の

開
催

や
日

本
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T
A
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会
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の

参
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、
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催
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団
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研
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P
T
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け
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平
成

2
3
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度
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事
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容
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補

助
対

象
事

業
）
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P
T
A
連

絡
協

議
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関

東
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ク
大

会
、
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導
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研
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ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

委
員
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修
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P
T
A
連

絡
協

議
会

指
導
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研
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企

画
運
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通
し

て
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構
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団
体
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諸

問
題

の
克

服
と

後
継

者
の

育
成

に
努

め
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い
る

。

自
己

評
価

審
査

┌ 公 益 性 └

9

国
(県
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ら
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直
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補

助
を

受
け

て
い
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該
当

し
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い
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も
の

に
○
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け
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く
だ

さ
い

慶
弔

費

1

適
切
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計
処

理
を

行
っ

て
い

る

個
人

の
場

合

対
象

者
数

行
政

の
積

極
的

関
与

が
必

要
で

あ
る

計
画

の
施

策
体

系
に

位
置

付
け

さ
れ

て
い

る

見
直

し
基

準

┌ 有 効 性 └ ┌ 妥 　 当 　 性 └

交
付

期
間

（
終

期
）

が
決

め
ら

れ
て

い
る

根
拠

法
令

・
条

例
若

し
く

は
要

綱
が

あ
る

補
助

に
よ

る
具

体
的

な
効

果
が

認
め
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れ

る

社
会

情
勢

か
ら

交
付

す
る

意
味

が
あ

る

効
果

が
広
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市
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波
及

す
る

役
割

分
担

の
中

で
市

が
補

助
す

べ
き
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あ

る

対
象

事
業

の
類

似
・

重
複

補
助

は
な

い

補
助

金
の

使
途

は
適

切
で

あ
る

補
助

金
の

額
は

適
正

で
あ

る
会

計
処

理
は

適
正

で
あ

る

特
定

者
の

み
に

利
益

が
限

定
さ

れ
て

い
な

い

成
果

が
具

体
的

に
現

れ
て

い
る

事
業

効
果

の
拡

大
が

期
待

で
き

る
零

細
補

助
金

で
も

団
体

活
動

に
貢

献
し

て
い

る
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受
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.
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助
金

オ カ

(
)

円

6
5
5
,
0
0
0

(
)

(
)

基
金

の
現

在
高

基
金

の
状

況
(
H
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4
.
3
末

)

繰
越
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と
市
補
助
金
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割
合
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)
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)

2
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,
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0
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(
6
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,
0
0
0
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慶
弔

費
(
)

(
5
2
6
,
5
6
9
)

5
2
6
,
5
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年
平

成
1
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ク

(
)

キ

d fe

終
了

年
度

年

補
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規
定
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涯
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フ
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ィ
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委
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補

助
金
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算

(
1
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0
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0
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0
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H
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4
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算

(
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0
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補
助

金
の
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類

計

う
ち

自
主

財
源

(1
.あ

る
　
2.
な
い
)

そ
の

他
の

雑
収

入

当
初

の
目
的

：
生

涯
学

習
に

対
す
る

理
解

と
生

涯
学

習
の

振
興

を
図

る
こ

と
。

変
更

等
：

継
足

補
助

の
有

無
（
国
県
の
上
乗
せ
分
）

前
年

度
繰

越
金

施
行

年
度

公
共

的
事

業
補

助

i
6
9
6
,
3
5
9

3

1

○
1

会
費

を
徴

収
し

て
い

る

補
助

金
が

な
け

れ
ば

活
動

で
き

な
い

2 3

8

市
補

助
金

等

区
等

補
助

金
等

そ
の

他
補

助
金

等

b

う
ち

補
助

金

6
9
6
,
3
5
9

8
0
0
,
0
0
0

○
親

睦
会

費
（

ゴ
ル

フ
／
観
劇
／
飲
食
等
）

ⅱ ⅳ

補
助

基
準

及
び

実
績

等

活
動

範
囲

2
市

内

構
成

員
の

範
囲

発
足

年
度

補
助

金
開

始
年

度

補
助

金
終

了
年

度

平
成

対
象

団
体

団
体

団
体

団
体

の
場

合

概
算

払
／

前
金

払
を

行
っ

て
い

る
7

補
助

金
の

効
果

及
び

期
待

そ
の

他
(
企

業
等

)

ⅴ

団
体

名
か
す
み

が
う

ら
市

生
涯

学
習

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
実

行
委

員
会

人

交
付

対
象

区
分

組
織

構
成

人
数

1
3

代
表

者
名

委
員

長
　

幕
　

内
　

孝
　

則

飲
食

費

ⅰ現
状

で
は

目
的

を
達

す
る

の
は

難
し

い

(
)

(
)

親
睦

会
費

k
6
9
6
,
3
5
9

(
3
5
,
0
0
0
)

8
0
0
,
0
0
0

8
0
0
,
0
0
0

j

4

補
助

金
を

充
て

て
い

る
費

目

2

X
計

○ ○
繰

越
金

及
び

積
立

金

2
市

内
(1
.地

域
　
2.
市
内
　
3.
そ
の
他
)

年年
1
7

3
7
,
6
9
0

様
式

の
修

正
（

項
目

の
追

加
と

削
除

）
は

し
な

い
で

下
さ

い
。

事
業

・
団

体
の

予
算

及
び

決
算

の
状

況
　

（
単

位
　

円
）

歳
 
 
入

H
2
4
決

算

会
費

a

事
業

収
入

(
)

住
民

自
治

・
社

会
福

祉
面

で
の

高
い

必
要

性

※
注
意
：
上
段
括
弧
に
つ
い
て
は
補
助
対
象
額
を
入
力
願
い
ま
す

8
0
0
,
0
0
0

8
0
0
,
0
0
0

3
5
,
0
0
0

ケ

H
2
4
予

算

○

歳
 
 
出

(
3
7
,
6
9
0
)

積
立

金

(
2
1
,
9
0
0
)

(
)

2
0
0

コ サ

人
件

費
（

謝
礼

）

（
H2
3決

算
列

　
ｉ

－
ｼ）

補
助
対
象
額
と
市
補
助
金
の
割
合
(b
/ｽ
)

平
成

23
年

度
決

算
の

繰
越

金

参
加

者
負

担
金

等

そ
の

他
の

支
出

（
手

数
料

等
）

歳
入
に
占
め
る
市
補
助
金
の
割
合
(b
/i
)

歳
入
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
(j
/i
)

1
0
0
.
0

0
.
0

宿
泊

費

長
期

交
付

に
よ

り
既

得
権

化
し

て
い

な
い

補
助

基
準

及
び

実
績

等

年
交

際
費

○

概
算

払
／

前
金

払
を

行
っ

て
い

る

6

行
政

(
担

当
課

)
が

事
務

局
で

あ
る

5

(1
.地

域
　
2.
市
内
　
3.
そ
の
他
)

団
体

人

市
税

等
滞

納
者

に
も

補
助

が
で

き
る

（
要
綱
等
に
定
め
て
い
な
い
）

ⅲ

生
涯

学
習

の
普

及
と

啓
発

及
び

活
動

団
体

（
者

）
の

発
表

の
場

と
し

て
、

生
涯

学
習

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
を

開
催

し
て

い
る

。
成

人
者

の
み

で
な

く
、

小
中

学
生

、
高

校
生

や
大

学
生

と
い

っ
た

青
少

年
も

参
加

で
き

る
内

容
で

の
開

催
と

な
っ

て
お

り
、

生
涯

学
習

を
見

て
、

触
れ

て
、

体
験

で
き

る
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

と
な

っ
て

い
る

。

平
成

2
3
年

度
実

施
事

業
内

容
(
補

助
対

象
事

業
）

生
涯

学
習

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

開
催

（
２

３
０

０
人

参
加

）

自
己

評
価

審
査

┌ 公 益 性 └

9

国
(県

)か
ら

他
に

直
接
補

助
を

受
け

て
い

る

該
当

し
て

い
る

も
の

に
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

慶
弔

費

1

適
切

な
会

計
処

理
を

行
っ

て
い

る

個
人

の
場

合

対
象

者
数

行
政

の
積

極
的

関
与

が
必

要
で

あ
る

計
画

の
施

策
体

系
に

位
置

付
け

さ
れ

て
い

る

見
直

し
基

準

┌ 有 効 性 └ ┌ 妥 　 当 　 性 └

交
付

期
間

（
終

期
）

が
決

め
ら

れ
て

い
る

根
拠

法
令

・
条

例
若

し
く

は
要

綱
が

あ
る

補
助

に
よ

る
具

体
的

な
効

果
が

認
め

ら
れ

る

社
会

情
勢

か
ら

交
付

す
る

意
味

が
あ

る

効
果

が
広

く
市

民
に

波
及

す
る

役
割

分
担

の
中

で
市

が
補

助
す

べ
き

で
あ

る

対
象

事
業

の
類

似
・

重
複

補
助

は
な

い

補
助

金
の

使
途

は
適

切
で

あ
る

補
助

金
の

額
は

適
正

で
あ

る
会

計
処

理
は

適
正

で
あ

る

特
定

者
の

み
に

利
益

が
限

定
さ

れ
て

い
な

い

成
果

が
具

体
的

に
現

れ
て

い
る

事
業

効
果

の
拡

大
が

期
待

で
き

る
零

細
補

助
金

で
も

団
体

活
動

に
貢

献
し

て
い

る

89



入
力

可
能

セ
ル

平
成

2
3
年

度
決

算
の

状
況

継
続 7

1
(1
.団

体
  
2.
個
人
　
3.
そ
の
他
)

該
当

し
て

い
る

も
の

に
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

課
生

涯
学

習
課

c

補
助

等
の

目
的

（
当

初
及

び
事

業
拡

大
等

の
変

更
な

ど
）

期
間

1
0
0
4
0
1
社

会
教

育
総

務
費

予
算

区
分

(1
.市

単
　

2.
県

単
　

3.
国

補
　

4.
そ
の
他
)

市
単

1
4
,
0
0
0

hg

7
,
9
7
2

部

補
助

金
名

称

一
般

会
計

ち
よ

だ
太

鼓
保

存
会

補
助

金
1

/
1

教
育

委
員

会

会
計

科
目

名
称 根

拠

補
助

金
の

形
態

3
　
1.
補
助
率
　
2.
単
価

　
3.
定
額
　
　
4.
そ
の
他

定
額

補
助

金

予
算

2
8
3
,
8
5
7

2
8
3
,
8
5
7

3
国

（
県

）
か

ら
直

接
補

助
を

受
け

て
い

る

う
ち

補
助

対
象

額

シ ス

団
体

数

%

基
金

の
目

的

補
助

金
等

に
関

す
る

調
書

事
業

費
に

飲
食

費
が

含
ま

れ
て

い

1
3
,
0
0
0

3
,
0
2
8

平
成

1
7

会
議

費
イ

研
修

費
ウ

% % %

ア
7
5
.
0

2
5
.
0

(
)

(
)

交
際

費

事
業

費
(
移

動
用

車
両

借
上

げ
含

む
)

エ

負
担

金
及

び
補

助
金

オ カ

(
)

円

1
1
0
,
0
0
0

(
)

(
)

基
金

の
現

在
高

基
金

の
状

況
(
H
2
4
.
3
末

)

繰
越
金
と
市
補
助
金
の
割
合
(X
/b
)

(
)

(
1
1
0
,
0
0
0
)

慶
弔

費
(
)

(
1
4
3
,
5
5
6
)

1
4
3
,
5
5
6

(
)

年
平

成
1
7

ク

(
)

キ

d

5
0
,
0
1
3

fe

終
了

年
度

年

補
助

等
の

根
拠

規
定

1 ち
よ

だ
太

鼓
保

存
会

補
助

金
交

付
要

項

H
2
4
予

算

(
)

4
,
7
4
0

1
0
,
0
0
0

(
)

H
2
4
決

算

(
4
,
7
4
0
)

(
1
0
,
0
0
0
)

補
助

金
の

分
類

計

う
ち

自
主

財
源

(1
.あ

る
　
2.
な
い
)

そ
の

他
の

雑
収

入

当
初

の
目
的

：
ち

よ
だ

太
鼓

の
伝
承

、
後

継
者

の
育

成
を

図
る

。
変

更
等

：

継
足

補
助

の
有

無
（
国
県
の
上
乗
せ
分
）

前
年

度
繰

越
金

施
行

年
度

団
体

補
助

(
市

施
策

補
完

型
)

7
,
9
7
2

2
4
,
0
0
0

i
2
8
7
,
9
8
5

1

1

○○
1

会
費

を
徴

収
し

て
い

る

補
助

金
が

な
け

れ
ば

活
動

で
き

な
い

2 3

8

市
補

助
金

等

区
等

補
助

金
等

そ
の

他
補

助
金

等

b

う
ち

補
助

金

2
1
6
,
0
0
0

2
1
6
,
0
0
0

○
親

睦
会

費
（

ゴ
ル

フ
／
観
劇
／
飲
食
等
）

ⅱ ⅳ

補
助

基
準

及
び

実
績

等

活
動

範
囲

2
市

内

構
成

員
の

範
囲

発
足

年
度

補
助

金
開

始
年

度

補
助

金
終

了
年

度

平
成

対
象

団
体

団
体

団
体

団
体

の
場

合

概
算

払
／

前
金

払
を

行
っ

て
い

る
7

補
助

金
の

効
果

及
び

期
待

そ
の

他
(
企

業
等

)

ⅴ

団
体

名
ち

よ
だ

太
鼓

保
存

会 人

交
付

対
象

区
分

組
織

構
成

人
数

1
3

代
表

者
名

会
長

　
山

　
内

　
庄

一
路

飲
食

費

ⅰ現
状

で
は

目
的

を
達

す
る

の
は

難
し

い

(
)

(
)

親
睦

会
費

k
2
1
6
,
0
0
0

(
1
2
0
,
0
0
0
)

2
1
6
,
0
0
0

2
4
0
,
0
0
0

7
1
,
9
8
5

j

4

補
助

金
を

充
て

て
い

る
費

目

2

X
計

○ ○
繰

越
金

及
び

積
立

金

2
市

内
(1
.地

域
　
2.
市
内
　
3.
そ
の
他
)

年年
1
7

1
3
5
,
5
6
1

様
式

の
修

正
（

項
目

の
追

加
と

削
除

）
は

し
な

い
で

下
さ

い
。

事
業

・
団

体
の

予
算

及
び

決
算

の
状

況
　

（
単

位
　

円
）

歳
 
 
入

H
2
4
決

算

会
費

a

事
業

収
入

(
)

住
民

自
治

・
社

会
福

祉
面

で
の

高
い

必
要

性

※
注
意
：
上
段
括
弧
に
つ
い
て
は
補
助
対
象
額
を
入
力
願
い
ま
す

2
4
0
,
0
0
0

2
4
0
,
0
0
0

1
2
0
,
0
0
0

ケ

H
2
4
予

算

○

歳
 
 
出

(
1
3
5
,
5
6
1
)

積
立

金

(
)

(
)

4
,
1
2
8

コ サ

人
件

費

（
H2
4決

算
列

　
ｉ

－
ｼ）

補
助
対
象
額
と
市
補
助
金
の
割
合
(b
/ｽ
)

平
成

24
年

度
決

算
の

繰
越

金

参
加

者
負

担
金

等

そ
の

他
の

支
出

（
修

繕
他

）

歳
入
に
占
め
る
市
補
助
金
の
割
合
(b
/i
)

歳
入
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
(j
/i
)

7
6
.
1

1
.
9

宿
泊

費

長
期

交
付

に
よ

り
既

得
権

化
し

て
い

な
い

補
助

基
準

及
び

実
績

等

年
交

際
費

概
算

払
／

前
金

払
を

行
っ

て
い

る

6

行
政

(
担

当
課

)
が

事
務

局
で

あ
る

5

(1
.地

域
　
2.
市
内
　
3.
そ
の
他
)

団
体

人

市
税

等
滞

納
者

に
も

補
助

が
で

き
る

（
要
綱
等
に
定
め
て
い
な
い
）

ⅲ

ち
よ

だ
太

鼓
の

保
存

、
継

承
を

行
っ

て
い

る
。

補
助

金
を

交
付

す
る

こ
と

で
、

太
鼓

の
修

繕
や

ち
よ

だ
太

鼓
保

存
会

の
継

承
及

び
上

佐
谷

小
学

校
で

の
小

学
生

へ
の

伝
承

を
通

じ
、

青
少

年
の

健
全

育
成

へ
寄

与
し

て
い

る
。

平
成

2
3
年

度
実

施
事

業
内

容
(
補

助
対

象
事

業
）

ち
よ

だ
太

鼓
練

習
毎

週
月

曜
日

、
毎

年
上

佐
谷

小
学

校
（

４
か

ら
６

年
生

）
に

伝
承

、
出

演
演

奏
：

宇
田

川
ガ

ス
ワ

ン
、

市
音

楽
発

表
会

、
プ

ル
ミ

エ
ー

ル
ひ

た
ち

の
、

か
す

み
が

う
ら

祭
、

空
の

市
（

茨
城

空
港

開
港

１
周

年
）

自
己

評
価

審
査

┌ 公 益 性 └

9

国
(県

)か
ら

他
に

直
接
補

助
を

受
け

て
い

る

該
当

し
て

い
る

も
の

に
○

を
付

け
て

く
だ

さ
い

慶
弔

費

1

適
切

な
会

計
処

理
を

行
っ

て
い

る

個
人

の
場

合

対
象

者
数

行
政

の
積

極
的

関
与

が
必

要
で

あ
る

計
画

の
施

策
体

系
に

位
置

付
け

さ
れ

て
い

る

見
直

し
基

準

┌ 有 効 性 └ ┌ 妥 　 当 　 性 └

交
付

期
間

（
終

期
）

が
決

め
ら

れ
て

い
る

根
拠

法
令

・
条

例
若

し
く

は
要

綱
が

あ
る

補
助

に
よ

る
具

体
的

な
効

果
が

認
め

ら
れ

る

社
会

情
勢

か
ら

交
付

す
る

意
味

が
あ

る

効
果

が
広

く
市

民
に

波
及

す
る

役
割

分
担

の
中

で
市

が
補

助
す

べ
き

で
あ

る

対
象

事
業

の
類

似
・

重
複

補
助

は
な

い

補
助

金
の

使
途

は
適

切
で

あ
る

補
助

金
の

額
は

適
正

で
あ

る
会

計
処

理
は

適
正

で
あ

る

特
定

者
の

み
に

利
益

が
限

定
さ

れ
て

い
な

い

成
果

が
具

体
的

に
現

れ
て

い
る

事
業

効
果

の
拡

大
が

期
待

で
き

る
零

細
補

助
金

で
も

団
体

活
動

に
貢

献
し

て
い

る
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（ ）

事業シート（概要説明書）

予算事業名 霞ヶ浦地区公民館管理事業 事業開始年度 平成17年度

上位施策事業名 市総合計画　第3章第2節　生涯学習の充実 担当局・部名 教育委員会

根拠法令等 社会教育法、市公民館設置及び管理等に関する条例 担当課･係名 霞ヶ浦公民館　学習係

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 齋藤　裕之

実施の背景
社会教育法（昭和24年法律第207号）の施行により、社会教育の奨励に必要な施設を設置及び運営し、生
涯学習の振興に寄与することが法的に位置づけられた。

目　的
（何をどうしたいのか）

不特定多数の利用に供するため、集会施設の安全性、機能性を保持確保する。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

霞ヶ浦地区住民
対象者数（全住民に対する割合）

16,800 人 38 ％

実施方法

■直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

施設管理事業 2,783
千
円

施設数

千
円

千
円

千
円

千
円

関連事業
（同一目的事業等）

霞ヶ浦公民館管理事業
千代田公民館管理事業

コ
ス
ト

25年度（予算） 24年度（決算見込み ） 23年度（決算） 22年度（決算）

事
業
費

事業費合計 4,576 千円 2,783 千円 2,300 千円 2,104 千円

事業費内訳
（平成24年度分）

・消耗品費　　 　　　　39,866円　　　　　　・燃料費　　　　　 　165,827円
・光熱水費　　　　　1,732,888円　　　　　　・修繕料　　　 　 　 　8,400円
・電話料　　　　　　　120,857円　　　　　　・手数料　　　　 　　133,000円
・消防設備保守点検　　 78,750円　　　　　　・施設清掃委託　　 　113,575円
・樹木手入れ委託　　　320,250円　　　　　　・浄化槽点検保守委託　69,300円
　　合　計　　2,782,713円

人
件
費

担当正職員 0.2 人 1,499 千円 0.2 人 1,614 千円 0.2 人 1,600 千円 0.2 人 1,590 千円

臨時職員等 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円

人件費合計 0.2 人 1,499 千円 0.2 人 1,614 千円 0.2 人 1,600 千円 0.2 人 1,590 千円

総事業費 6,075 千円 4,397 千円 3,900 千円 3,694 千円

財源

内訳

国県支出金
千円 千円 千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円

その他特財
61 千円 41 千円 55 千円 94 千円

その他特財の内容 公民館使用料

一般財源 6,014 千円 4,356 千円 3,845 千円 3,600 千円

財源合計 6,075 千円 4,397 千円 3,900 千円 3,694 千円

事業番号 3-2 平成25年度 

ここから成果指標を導きます。
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事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ24年度 Ｈ23年度 Ｈ22年度

管理施設数 箇所 5/5 5/5 5/5

/ / /

/ / /

/ / /

単位当たりコスト ／

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

地域の交流拠点としての利便性を高め、広く地域住民に開かれた公民館づくりを目指す。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ24年度 Ｈ23年度 Ｈ22年度

公民館利用者数 人 6,357/10,000 6,919/10,000 6,710/10,000

利用団体数 団体 85/80 83/80 73/80

/ / /

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　地区公民館は地域コミュニティの拠点として短期的、中期的に存続するものであり、また、避難場所と
しての役割を果たしている施設もある。修繕や運営など改善策検討の途上である。
　施設の維持管理について、市民による地域コミュニティの向上を進めれられるような体制作りをする。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

隣接市の石岡市では、合併後旧八郷地域に中央公民館１館と旧石岡地域に４館（中学校区ごと）に設置さ
れている。同様に、土浦市でも合併後旧新治地域に中央公民館１館と旧土浦地区に８館（中学校区ごと）
に設置されている。

特記事項
牛渡、安飾、志士庫地区第１公民館には管理人がいる。管理人賃金については、平成25年度、支出科目を
公民館活動事業から霞ヶ浦地区公民館管理事業へ移行。

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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委託先シート 平成25年度

委託内容 委託先 委託金額 事業者選定方法

樹木手入れ委託
（安飾地区公民館樹木伐採）

藤建設㈱ 120 千円 見積合わせ

樹木手入れ委託（旧安飾地区公民
館跡地樹木伐採・抜根）

高野工業㈱ 200 千円 見積合わせ

施設清掃委託 シルバー人材センター 114 千円 単価契約

浄化槽点検保守委託 ㈱　プラントサービス 69 千円 見積合わせ

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円
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施設シート

1

1

1

0.00 人 0.00 人 0.04 人

人

合計 0.04 人 0.00 人 0.00 人 0.00 人

人 人 人人 人 人

人 人 0.04 人

住民等の
自主管理

その他 合計

ハード 0.04 人 人 人

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者 指定管理者

人

ソフト

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 ㎡ 部屋数 床面積

名称 名称 名称

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 138 ㎡ 部屋数 床面積

㎡ 部屋数

名称 調理室 名称 名称

床面積 76 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積

床面積 ㎡ 部屋数

名称 和室 名称 名称

名称

床面積 100 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

管理体制

■直接管理 　□業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　）

（委託内容・金額・事業者選定方法：　　　　　　　　　　　　　　）

施
設
の
概
要

名称 会議室 名称

開館日数 303(利用32) 日/年 休館日 62

開館時間

基
本
情
報

設置目的
社会教育法第20条、第21条第1項及び第24条の規定に基づき設置し、生涯学
習の振興に寄与する。

実施事業 管理事業

主な利用者
（複数選択可）

■官公庁利用　■主催事業　■登録団体（団体数：１０　　　　　）

■市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

□市民　□市外住民　□その他（　　　　　）

利用の制限

地方債残高 □有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　■無

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

借用元 借用金額 千円/年

建設・取得額 50,240 千円 取得経緯

建設・取得 昭和53年11月（建設・取得） IS値

補助金有無 □有　　■無 階数 1

財産区分 ■行政　□普通

建
物
情
報

延べ床面積 314 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用 構造 木造

総面積 2,876 ㎡ 借地料 千円/年

霞ヶ浦公民館

借地面積 ㎡ 借地元 作成責任者 齋藤　裕之

かすみがうら市加茂４４７８

根拠条例等 市公民館設置及び管理等に関する条例

土
地
情
報

所有面積 2,876 ㎡ 地目 宅地 所管課

社会教育法第23条の各項規定に準ずる。

3,333

平成25年度

番号 1 名称 下大津地区公民館
■ 単独館

□ 複合館

所在地
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％ 合計 ％

自己評価・
特記事項等

　老朽化が激しく、屋根や床も大分傷んでいる。管理人を置いていないので、市職員
が開閉し管理している。利用数も少なく、財政課との協議で地区公民館の統廃合を
にらんで修繕を考えることにしている。
　コミュニティ活動が盛んな地域であることから、活動拠点となる施設の修繕を望む
声が地域住民から上がりつつある。

土日祝 ％

午前 ％ 午後 ％ 夜間

0.3 ％ 合計 0.1 ％

名称 平日 ％

土日祝 0.3 ％

午前 0.0 ％ 午後 0.0 ％ 夜間

1.3 ％ 合計 0.7 ％

名称 調理室 平日 0.0 ％

土日祝 1.5 ％

午前 0.0 ％ 午後 0.7 ％ 夜間

7.3 ％ 合計 3.0 ％

名称 和室 平日 0.0 ％

土日祝 7.4 ％

午前 0.0 ％ 午後 1.7 ％ 夜間

支出内訳（平成24年度分）

人件費：　323千円
委託料：　 38千円
光熱水費： 83千円
修繕料：　  0千円
（修繕内容：           ）
役務費：　 59千円

指定管理料のうち管理委託分：　　　千円
減価償却費：　　　　　　　　　　 0千円
地方債の元利償還：　　　　　　　　千円
その他（　除草剤等　）　　　　　29千円

利
用
状
況

各
部
屋
別
稼
働
率

名称 会議室 平日 1.2 ％

千円

一般財源 513 千円 532 千円 510 千円 571 千円

千円

その他
（　　　）

千円 千円 千円

千円 千円

国県補助金 千円 千円 千円

使用料
・手数料

千円 千円

0 千円 0 千円 0 千円

千円 510 千円 571 千円

財
源
内
訳

収
　
入

収入合計 0 千円

維
持
管
理
費

25年度（予算） 24年度（決算見込） 23年度（決算） 22年度（決算）

総支出 513 千円 532
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施設シート

1 1

1

1

1

0.00 人 0.00 人 0.04 人

人

合計 0.04 人 0.00 人 0.00 人 0.00 人

人 人 人人 人 人

人 人 0.04 人

住民等の
自主管理

その他 合計

ハード 0.04 人 人 人

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者 指定管理者

人

ソフト

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 245 ㎡ 部屋数 床面積

名称 講堂 名称 名称

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 26 ㎡ 部屋数 床面積

㎡ 部屋数

名称 調理室 名称 名称

床面積 38 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積

床面積 ㎡ 部屋数

名称 和室 名称 名称

名称

床面積 160 ㎡ 部屋数 床面積 39 ㎡ 部屋数

管理体制

■直接管理 　□業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　）

（委託内容・金額・事業者選定方法：　　　　　　　　　　　　　　）

施
設
の
概
要

名称 会議室 名称 ホール

開館日数 303(利用144) 日/年 休館日 62

開館時間

基
本
情
報

設置目的
社会教育法第20条、第21条第1項及び第24条の規定に基づき設置し、生涯学
習の振興に寄与する。

実施事業 管理事業

主な利用者
（複数選択可）

■官公庁利用　■主催事業　■登録団体（団体数：２１　　　　　）

■市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

□市民　□市外住民　□その他（　　　　　）

利用の制限

地方債残高 □有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　□無

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

平成22年3月に旧保育所を公民館施設に改修。改修工事費約22,000,000円

借用元 借用金額 千円/年

建設・取得額 132,960 千円 取得経緯 　

建設・取得 昭和61年3月（建設・取得） IS値

補助金有無 □有　　■無 階数 1

財産区分 ■行政　□普通

建
物
情
報

延べ床面積 508 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用 構造 軽量鉄骨造

総面積 4,464.84 ㎡ 借地料 千円/年

霞ヶ浦公民館

借地面積 ㎡ 借地元 作成責任者 齋藤　裕之

かすみがうら市牛渡２８６２－３

根拠条例等 市公民館設置及び管理等に関する条例

土
地
情
報

所有面積 4,464.84 ㎡ 地目 宅地 所管課

社会教育法第23条の各項規定に準ずる。

3,333

平成25年度

番号 2 名称 牛渡地区公民館
■ 単独館

□ 複合館

所在地
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％ 合計 ％

自己評価・
特記事項等

　各種団体の利用も多く、公民館活動の拠点となっている。地区公民館を利用して
のイベント（歩く会）も実施され、模範的な公民館とも言える。
　また、災害時等の避難場所にも指定されており、重要な拠点である。

土日祝 ％

午前 ％ 午後 ％ 夜間

0.7 ％ 合計 2.8 ％

名称 平日 ％

土日祝 2.4 ％

午前 4.0 ％ 午後 3.6 ％ 夜間

0.7 ％ 合計 3.1 ％

名称 調理室 平日 0.9 ％

土日祝 2.7 ％

午前 3.0 ％ 午後 5.6 ％ 夜間

8.6 ％ 合計 15.4 ％

名称 和室 平日 2.1 ％

土日祝 9.5 ％

午前 11.2 ％ 午後 26.4 ％ 夜間

支出内訳（平成24年度分）

人件費： 　323千円
委託料：　　93千円
光熱水費： 694千円
修繕料：　　 0千円
（修繕内容：　　　　）
役務費：　　39千円

指定管理料のうち管理委託分：　　　千円
減価償却費：　　　　　　　 　2,770千円
地方債の元利償還：　　　　　　　　千円
その他（　除草剤等　）　　　　　44千円

利
用
状
況

各
部
屋
別
稼
働
率

名称 会議室 平日 13.6 ％

千円

一般財源 1,865 千円 1,193 千円 1,114 千円 785 千円

千円

その他
（　　　）

千円 千円 千円

千円 千円

国県補助金 千円 千円 千円

使用料
・手数料

千円 千円

0 千円 0 千円 0 千円

千円 1,114 千円 785 千円

財
源
内
訳

収
　
入

収入合計 0 千円

維
持
管
理
費

25年度（予算） 24年度（決算見込） 23年度（決算） 22年度（決算）

総支出 1,865 千円 1,193
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施設シート

1

1

1

1

0.00 人 0.00 人 0.04 人

人

合計 0.04 人 0.00 人 0.00 人 0.00 人

人 人 人人 人 人

人 人 0.04 人

住民等の
自主管理

その他 合計

ハード 0.04 人 人 人

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者 指定管理者

人

ソフト

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 271 ㎡ 部屋数 床面積

名称 生活改善実習室 名称 名称

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 23 ㎡ 部屋数 床面積

㎡ 部屋数

名称 娯楽研修室 名称 名称

床面積 108 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積

床面積 ㎡ 部屋数

名称 多目的集会室 名称 名称

名称

床面積 90 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

管理体制

■直接管理 　□業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　）

（委託内容・金額・事業者選定方法：　　　　　　　　　　　　　　）

施
設
の
概
要

名称 多目的小集会室 名称

開館日数 303(利用35) 日/年 休館日 62

開館時間 3,333

基
本
情
報

設置目的
社会教育法第20条、第21条第1項及び第24条の規定に基づき設置し、生涯学
習の振興に寄与する。

実施事業 管理事業

主な利用者
（複数選択可）

■官公庁利用　□主催事業　■登録団体（団体数：１１　　　　　）

■市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

□市民　□市外住民　□その他（　　　　　）

利用の制限

千円 取得経緯 　

地方債残高 □有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　□無

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

平成22年3月に旧保育所を公民館施設に改修。改修工事費約31,000,000円

階数 1

借用元 借用金額 千円/年

構造 軽量鉄骨造

建設・取得 昭和60年3月（建設・取得） IS値

建
物
情
報

延べ床面積 492 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用

補助金有無 □有　　■無

建設・取得額 138,155

千円/年 財産区分 ■行政　□普通

借地面積 作成責任者

根拠条例等 市公民館設置及び管理等に関する条例

土
地
情
報

所有面積 3,276.59

齋藤　裕之

総面積 3,276.59 ㎡

㎡ 地目 宅地 所管課 霞ヶ浦公民館

社会教育法第23条の各項規定に準ずる。

㎡ 借地元

借地料

所在地 かすみがうら市安食１０７５－１

平成25年度

番号 3 名称 安飾地区公民館
■ 単独館

□ 複合館
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0.0 ％ 合計 0.4 ％

自己評価・
特記事項等

　公民館活動の盛んな地域であるが、地区公民館の利用が多いとは言い難い。各
集落ごとの公民館（分館）が充実していることと、小学校との共催事業が多いことが
要因と考えられる。
　災害時等の避難場所にも指定されており、重要な拠点であり、小学校の統廃合が
なされると、地域の避難場所として最重要施設となる。

土日祝 0.0 ％

午前 0.7 ％ 午後 0.7 ％ 夜間

0.0 ％ 合計 0.4 ％

名称 生活改善実習室 平日 0.3 ％

土日祝 0.0 ％

午前 0.7 ％ 午後 0.7 ％ 夜間

3.3 ％ 合計 2.9 ％

名称 娯楽兼研修室 平日 0.6 ％

土日祝 0.6 ％

午前 3.6 ％ 午後 1.7 ％ 夜間

1.0 ％ 合計 1.4 ％

名称 多目的集会室 平日 3.3 ％

土日祝 0.9 ％

午前 1.7 ％ 午後 1.7 ％ 夜間

支出内訳（平成24年度分）

人件費：　 323千円
委託料：　 387千円
光熱水費： 557千円
修繕料：　　 0千円
（修繕内容：　　　　）
役務費：　　49千円

指定管理料のうち管理委託分：　　　千円
減価償却費：　　　　　　　　 2,871千円
地方債の元利償還：　　　　　　　　千円
その他（　除草剤等　　）　　　　29千円

利
用
状
況

各
部
屋
別
稼
働
率

名称 多目的小集会室 平日 1.2 ％

千円

一般財源 1,752 千円 1,345 千円 1,038 千円 887 千円

千円

その他
（　　　）

千円 千円 千円

千円 千円

国県補助金 千円 千円 千円

使用料
・手数料

千円 千円

0 千円 0 千円 0 千円

千円 1,038 千円 887 千円

財
源
内
訳

収
　
入

収入合計 0 千円

維
持
管
理
費

25年度（予算） 24年度（決算見込） 23年度（決算） 22年度（決算）

総支出 1,752 千円 1,345
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施設シート

1 1

1

1

1

0.00 人 0.00 人 0.04 人

人

合計 0.04 人 0.00 人 0.00 人 0.00 人

人 人 人人 人 人

人 人 0.04 人

住民等の
自主管理

その他 合計

ハード 0.04 人 人 人

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者 指定管理者

人

ソフト

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 40 ㎡ 部屋数 床面積

名称 調理室 名称 名称

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 91 ㎡ 部屋数 床面積

㎡ 部屋数

名称 和室 名称 名称

床面積 41 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積

床面積 ㎡ 部屋数

名称 会議室（小） 名称 名称

名称

床面積 147 ㎡ 部屋数 床面積 179 ㎡ 部屋数

管理体制

■直接管理 　□業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　）

（委託内容・金額・事業者選定方法：　　　　　　　　　　　　　　）

施
設
の
概
要

名称 会議室（大） 名称 講堂

開館日数 303(利用281) 日/年 休館日 62

開館時間 3,333

基
本
情
報

設置目的
社会教育法第20条、第21条第1項及び第24条の規定に基づき設置し、生涯学
習の振興に寄与する。

実施事業 管理事業

主な利用者
（複数選択可）

■官公庁利用　■主催事業　■登録団体（団体数：２３　　　　　）

■市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

□市民　□市外住民　□その他（　　　　　）

利用の制限

千円 取得経緯 　

地方債残高 □有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　□無

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

階数 1

借用元 借用金額 千円/年

構造 木造

建設・取得 昭和57年10月（建設・取得） IS値

建
物
情
報

延べ床面積 498 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用

補助金有無 □有　　■無

建設・取得額 82,170

千円/年 財産区分 ■行政　□普通

借地面積 作成責任者

根拠条例等 市公民館設置管理及び管理等に関する条例

土
地
情
報

所有面積 3,022

齋藤　裕之

総面積 3,022 ㎡

㎡ 地目 宅地 所管課 霞ヶ浦公民館

社会教育法第23条の各項規定に準ずる。

㎡ 借地元

借地料

所在地 かすみがうら市宍倉３６２２－４

平成25年度

番号 4 名称 志士庫地区第1公民館
■ 単独館

□ 複合館
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1.8 ％％ 土日祝

3.3 ％ ％ 合計 2.6 ％夜間 0.7

名称 調理室 平日 1.2

午前 4.0 ％ 午後

0.0 ％ 合計 0.0 ％

自己評価・
特記事項等

　人口や地域面積が一番大きい地域であり、各種団体も多く地区公民館の利用も多
い。
　また、災害時等の避難場所にも指定されており、重要な拠点である。

土日祝 0.0 ％

午前 0.0 ％ 午後 0.0 ％ 夜間

1.0 ％ 合計 0.6 ％

名称 講堂 平日 0.0 ％

土日祝 0.9 ％

午前 0.3 ％ 午後 0.3 ％ 夜間

22.1 ％ 合計 12.0 ％

名称 和室 平日 0.2 ％

土日祝 7.7 ％

午前 5.6 ％ 午後 8.3 ％ 夜間

45.5 ％ 合計 18.5 ％

名称 会議室（小） 平日 12.0 ％

土日祝 8.6 ％

午前 2.0 ％ 午後 7.9 ％ 夜間

支出内訳（平成24年度分）

人件費： 　323千円
委託料：　　46千円
光熱水費： 293千円
修繕料：　　 0千円
（修繕内容：　　　　）
役務費：   100千円

指定管理料のうち管理委託分：　　　千円
減価償却費：　　　　　　　　　 　0千円
地方債の元利償還：　　　　　　　　千円
その他（　除草剤等　　）　　　　76千円

利
用
状
況

各
部
屋
別
稼
働
率

名称 会議室（大） 平日 24.4 ％

千円

一般財源 1,477 千円 838 千円 754 千円 901 千円

千円

その他
（　　　）

千円 千円 千円

千円 千円

国県補助金 千円 千円 千円

使用料
・手数料

千円 千円

0 千円 0 千円 0 千円

千円 754 千円 901 千円

財
源
内
訳

収
　
入

収入合計 0 千円

維
持
管
理
費

25年度（予算） 24年度（決算見込） 23年度（決算） 22年度（決算）

総支出 1,477 千円 838
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施設シート

1

1

1

0.00 人 0.00 人 0.04 人

人

合計 0.04 人 0.00 人 0.00 人 0.00 人

人 人 人人 人 人

人 人 0.04 人

住民等の
自主管理

その他 合計

ハード 0.04 人 人 人

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者 指定管理者

人

ソフト

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 ㎡ 部屋数 床面積

名称 名称 名称

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 25 ㎡ 部屋数 床面積

㎡ 部屋数

名称 調理室 名称 名称

床面積 74 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積

床面積 ㎡ 部屋数

名称 和室 名称 名称

名称

床面積 147 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

管理体制

■直接管理 　□業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　）

（委託内容・金額・事業者選定方法：　　　　　　　　　　　　　　）

施
設
の
概
要

名称 会議室 名称

開館日数 303(利用53) 日/年 休館日 62

開館時間 3,333

基
本
情
報

設置目的
社会教育法第20条、第21条第1項及び第24条の規定に基づき設置し、生涯学
習の振興に寄与する。

実施事業 管理事業

主な利用者
（複数選択可）

■官公庁利用　□主催事業　■登録団体（団体数：１３　　　　　）

■市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

□市民　□市外住民　□その他（　　　　　）

利用の制限

千円 取得経緯 　

地方債残高 □有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　□無

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

階数 1

借用元 借用金額 千円/年

構造 木造

建設・取得 明治37年10月（建設・取得） IS値

建
物
情
報

延べ床面積 246 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用

補助金有無 □有　　■無

建設・取得額 40,425

千円/年 財産区分 ■行政　□普通

借地面積 作成責任者

根拠条例等 市公民館設置及び管理等に関する条例

土
地
情
報

所有面積 1,455

齋藤　裕之

総面積 1,455 ㎡

㎡ 地目 宅地 所管課 霞ヶ浦公民館

社会教育法第23条の各項規定に準ずる。

㎡ 借地元

借地料

所在地 かすみがうら市西成井８５

平成25年度

番号 5 名称 志士庫地区第2公民館
■ 単独館

□ 複合館
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％ 合計 ％

自己評価・
特記事項等

　人口や地域面積が一番小さい地域であり、各種団体も少なく地区公民館の利用も
少ない。分館（集落公民館）的な要素が強い。
　災害時等の避難場所にも指定されており、重要な拠点となっている。

土日祝 ％

午前 ％ 午後 ％ 夜間

0.3 ％ 合計 1.1 ％

名称 平日 ％

土日祝 1.5 ％

午前 1.7 ％ 午後 1.3 ％ 夜間

5.3 ％ 合計 4.6 ％

名称 調理室 平日 0.2 ％

土日祝 6.8 ％

午前 4.6 ％ 午後 4.0 ％ 夜間

1.3 ％ 合計 2.0 ％

名称 和室 平日 1.7 ％

土日祝 3.3 ％

午前 2.6 ％ 午後 2.0 ％ 夜間

支出内訳（平成24年度分）

人件費：　 323千円
委託料：　　17千円
光熱水費： 107千円
修繕料：　　 8千円
（修繕内容：窓枠修繕）
役務費：　 　8千円

指定管理料のうち管理委託分：　　　千円
減価償却費：　　　　　　　　　　 0千円
地方債の元利償還：　　　　　　　　千円
その他（　除草剤等　）　　　　　26千円

利
用
状
況

各
部
屋
別
稼
働
率

名称 会議室 平日 0.5 ％

千円

一般財源 467 千円 489 千円 484 千円 550 千円

千円

その他
（　　　）

千円 千円 千円

千円 千円

国県補助金 千円 千円 千円

使用料
・手数料

千円 千円

0 千円 0 千円 0 千円

千円 484 千円 550 千円

財
源
内
訳

収
　
入

収入合計 0 千円

維
持
管
理
費

25年度（予算） 24年度（決算見込） 23年度（決算） 22年度（決算）

総支出 467 千円 489
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分野別施設一覧

人口
（人）

面積

（km
2）

1 下大津地区公民館 かすみがうら市加茂４４７８ S53.11 2,000 10

2 牛渡地区公民館 かすみがうら市牛渡２８６２－３ S61.3 3,000 6

3 安飾地区公民館 かすみがうら市安食1075-1 S60.3 2,000 8

4 志士庫地区第１公民館 かすみがうら市宍倉３６２２－４ S57.10 4,000 15

5 志士庫地区第２公民館 かすみがうら市西成井８５ M37.10 700 3

6

7

施設
番号

名称 所在地 建築年月

対象

位置図

(市立のほか国立、都道府県立、民間の類似施設も記載)
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1 下大津地区公民館

2 牛渡地区公民館

3 安飾地区公民館

4 志士庫地区第１公民館

5 志士庫地区第２公民館

6

7

施設
番号

名称
敷地面積
（㎡）

総面積
（㎡）

建設
・取得費
（千円）

施設管理体制

管理手法 委託・指定先

314 2,876
直営・一部
委託

508 4,465
直営・一部
委託

492 3,277
直営・一部
委託

498 3,022
直営・一部
委託

246 1,455
直営・一部
委託

施設
番号

名称
維持管理費（千円） 活動実績

24年度 23年度 団体数 利用件数 延利用者数 登録サークル数

1 下大津地区公民館 532 510 10 32 404

2 牛渡地区公民館 1,193 1,114 21 113 1,458

3 安飾地区公民館 1,345 1,038 11 27 562

4 志士庫地区第１公民館 838 754 23 252 2,886

5 志士庫地区第２公民館 489 484 13 36 777

6

7
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利
用
団
体

利
用
回
数
利
用
者
数

利
用
団
体

利
用
回
数
利
用
者
数

利
用
団
体

利
用
回
数
利
用
者
数

利
用
団
体

利
用
回
数
利
用
者
数

利
用
団
体

利
用
回
数
利
用
者
数

内
加
茂
子
供
会

1
1
3

霞
ヶ
浦
ク
ラ
ブ

2
2
1
遺
族
会

2
2
5
猟
友
会

6
5
9

下
大
津
ス
ポ
少

1
3
3

下
大
津
地
区
公
民
館

7
1
8
7

下
大
津
P
T
A

1
2
2

区
長
会

9
1
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安 　 飾 志 士 庫 地 区 第 １ 志 士 庫 地 区 第 ２ ○
全
地
区
公
民
館
と
も
使
用
料
免
除
団
体
の
使
用
で
す
。
会
議
及
び
自
主
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
参
加
費
は
無
料
で
す
。

青
少
年
団
体

女
性
団
体

成
人
団
体

高
齢
者
団
体

そ
の
他

下 大 津 牛 　 渡

106



（ ）

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

千代田公民館管理事業

千代田公民館　学習係

事務区分

上位施策事業名

　あらゆる機会、あらゆる場所を利用して、市民自ら実際生活に即する文化的教養を高めても
らうために、必要な学習環境の提供とその奨励に努める。

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担当局・部名 教育委員会

飯田　泰寛

予算事業名 平成17年度

社会教育法、市公民館設置及び管理に関する条例

☑直接実施

　千代田地区住民

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

担当課･係名

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容

27,300 人

市総合計画　第3章　第2節　生涯学習の推進

実施方法

対象者数（全住民に対する割合）対　象
（誰・何を対象に） ％

根拠法令等

☑自治事務　　□法定受託事務

　社会教育法（昭和24年法律第207号）の施行により、社会教育の奨励に必要な施設を設置及び
運営し、生涯学習の振興に寄与することが法的に位置づけられた。

62

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

千
円

　施設管理事業

事業内容（箇条書き） 事業費

17,235
千
円

活動指標

利用日数

参考事業 3-2-1 平成25年度

25,304

千円

25,043 千円

千円

千円

千円

千円

1 人

千円

24年度（決算見込み ） 23年度（決算） 22年度（決算）

国県支出金の内容

千円

8,069

千円

0.5

千円

25年度（予算）

25,304 千円

261

事
業
費

13,863千円15,427

人

その他特財の内容

19,173

千円 318

18,662

18,344

事業内容
（手段、手法など）

2.1 人人
件
費

3,7460.5

総事業費

事業費合計 千円

関連事業
（同一目的事業等）

　あじさい館管理事業
　霞ヶ浦地区公民館管理事業

8,069

千円

千円

千円

人

コ
ス
ト

千円

人担当正職員

人件費合計

千円

国県支出金

千円

0.6 千円

270

臨時職員等

3,746

財源

内訳

地方債

19,173

人

千円

18,903 千円

31,184

人

千円

千円

18,662 千円

千円

千円人

16,691

14,493 千円17,235

千円4,7991 人

　・燃料費………………　511,503円
　・光熱水費……………3,673,380円
　・修繕料………………2,619,611円
　・施設管理委託………2,317,833円
　・耐震診断業務委託…2,121,000円
　・土地借り上げ料……2,827,247円

千円

千円

千円

千円

411 千円

16,6914,799 2.1

30,773

千円

31,184 千円

千円

千円

人

一般財源

財源合計

事業費内訳
（平成24年度分）

　公民館使用料、コピー使用料、自動販売機還元金等
その他特財

0.6 人

人

千円

千
円

千
円

千
円

25,304千円19,173 18,662千円 31,184千円財源合計 千円
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千代田公民館管理事業

事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 平成17年度

参考事業 3-2-1 平成25年度

/

//

/

/

293/280日

Ｈ23年度

地域の交流拠点としての利便性を高め、広く市民に開かれた公民館づくりを目指す。

単位

/

//

　公民館本館の利用日数

Ｈ24年度

303/280

/

　公民館本館の利用者数（延べ人数） 人 9,096/10,000

/

263/280

Ｈ22年度

/

/

【成果指標名】（実績値/目標値）

/

Ｈ24年度

13,878/10,000

/

単位

Ｈ22年度

Ｈ23年度

単位当たりコスト

事
業
実
績

【活動指標名】（実績値/目標値）

活動実績

成果目標
（指標設定理由等）

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

/

／

14,442/10,000

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

　県内における交流センター設置市町村は、以下の通り。

　・水戸市（内原地区を除く）
　・日立市
　・つくば市
　・龍ヶ崎市
　・牛久市
　・鹿嶋市
　・古河市

　学習や教育の機会が多様化し市民社会が成熟した中で、行政主導の社会教育のあり方につい
て、見直しの動きが各地で起きている。指定管理者制度の採用であったり、地方自治法に基づ
く公の施設への転換、例えば「地域交流センター」等への移行である。いずれも、社会教育施
設の枠を超えた住民ニーズの受け皿整備という考え方である。
　当市の方向としては、現行制度の枠内（教育委員会）での事業運営を目指しているが、近隣
の動向にも注意を払いながら、これからの地域のあり方を検討していく。

特記事項

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)
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随意契約

地下タンク等清掃委託 日振工発㈱ 100 千円
随意契約

（見積合わせ）

電気工作物保守委託 財団法人関東電気保安協会 264 千円
随意契約

（見積合わせ）

消防設備保守点検委託 深澤通信工業㈱ 80 千円
随意契約

（見積合わせ）

浄化槽保守委託 中央水質㈲ 150 千円
随意契約

（見積合わせ）

受水槽清掃保守委託 ㈱カンエイ 58 千円
随意契約

（見積合わせ）

樹木手入れ委託 シルバー人材センター 134 千円 単価契約

施設警備委託 セコム㈱ 302 千円
随意契約

（見積合わせ）

施設清掃委託 ケイスタッフ 333 千円
随意契約

（見積合わせ）

千円
随意契約

（見積合わせ）

施設管理委託 シルバー人材センター 2318 千円 単価契約

委託先シート 平成25年度

委託内容 委託先 委託金額 事業者選定方法

空調設備保守点検委託 筒井設備 179

電気使用量監視業務委託 財団法人関東電気保安協会 37 千円
随意契約

（見積合わせ）

公民館講堂音響設備修繕設計委託 安達電気工事㈱ 99 千円 随意契約

特殊建築物定期報告委託 山本建築設計事務所 256 千円
随意契約

（見積合わせ）

本館耐震診断業務委託 ㈱安達建築設計事務所 2121 千円 一般競争入札
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施設シート

3 1

2 1

1 1

1 1

平成25年度

番号 1 名称 千代田公民館
■ 単独館

□ 複合館

所在地 かすみがうら市上佐谷９９１－５

根拠条例等 市公民館設置及び管理等に関する条例

土
地
情
報

所有面積 1921.52 ㎡ 地目 宅地 所管課

借地面積 11,928 ㎡ 借地元 一般 作成責任者

総面積 13,850 ㎡ 借地料 3,788 千円/年 財産区分 □行政　□普通

建
物
情
報

延べ床面積 1524.45 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用 構造 鉄筋コンクリート造

建設・取得 Ｓ５３年１１月（建設・取得） IS値 0.9

補助金有無 ■有　　□無 階数 2

借用元 借用金額 千円/年

建設・取得額 241,248 千円 取得経緯 　

地方債残高 □有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　□無

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

基
本
情
報

設置目的
社会教育法第20条、第23条の各項及び第24条の規定に基づき設置し、生涯学
習の振興に寄与する。

実施事業
千代田公民館管理事業：各種団体の公民館使用に関すること。

主な利用者
（複数選択可）

■官公庁利用　■主催事業　■登録団体（団体数：１６１　）

■市内一般企業、団体　■市外一般企業、団体

□市民　□市外住民　□その他（　　　　　）

利用の制限 社会教育法第23条の各項規定に準ずる。

開館日数 303 日/年 休館日
月曜日。ただし国民の休日に当たるときは、その
翌日。12月27日から翌年の1月4日までの日

開館時間

管理体制

■直接管理 　□業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　）

（委託内容・金額・事業者選定方法：　　　　　　　　　　　　　　）

施
設
の
概
要

名称 大会議室（ＡＢＣ） 名称 小会議室（Ｂ） 名称

床面積 108.7 ㎡ 部屋数

床面積 159.85 ㎡ 部屋数 床面積 23.65 ㎡ 部屋数 床面積 部屋数

名称 大会議室（ＡＢ） 名称 視聴覚室 名称

部屋数 床面積

㎡

㎡ 部屋数

名称 大会議室Ｃ 名称 和室 名称

床面積 126 ㎡

床面積 51.15 ㎡ 部屋数 床面積 85.84 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

名称 小会議室（Ａ） 名称 調理室 名称

床面積 24.94 ㎡ 部屋数 床面積 85.84 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者 指定管理者

人

ソフト

住民等の
自主管理

その他 合計

ハード 1.0 人 人 人 人 人 1.0 人

人 人 人 人 人 人 人

合計 1.0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人 1.0 人
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維
持
管
理
費

25年度（予算） 24年度（決算見込） 23年度（決算） 22年度（決算）

総支出 15,427 千円 17,235 千円 13,863 千円 14,453 千円

財
源
内
訳

収
　
入

収入合計 270 千円 261 千円 318 千円 411 千円

使用料
・手数料

270 千円 261 千円 318 千円 411 千円

国県補助金 千円 千円 千円 千円

その他
（　　　）

千円 千円 千円 千円

一般財源 15,157 千円 16,974 千円 13,545 千円 14,042 千円

支出内訳（平成24年度分）

人件費：8,070千円
委託料：6,431千円
光熱水費：3,674千円
修繕料：2,620千円
（修繕内容：講堂音響設備修繕ほか）

指定管理料のうち管理委託分：　　　千円
減価償却費：　　　　　　　　　4,825千円
地方債の元利償還：　　　　　　　　千円
その他（　　　　　　　）　　　　　千円

利
用
状
況

各
部
屋
別
稼
働
率

名称 大会議室ＡＢＣ 平日 25.5 ％ 土日祝 19.3 ％

午前 25.1 ％ 午後 31.7 ％ 夜間 12.9 ％ 合計 23.2 ％

名称 大会議室ＡＢ 平日 15.9 ％ 土日祝 2.1 ％

午前 13.2 ％ 午後 15.8 ％ 夜間 3.3 ％ 合計 10.8 ％

名称 大会議室Ｃ 平日 11.3 ％ 土日祝 6.0 ％

午前 9.2 ％ 午後 12.9 ％ 夜間 5.9 ％ 合計 9.4 ％

名称 小会議室Ａ 平日 41.9 ％ 土日祝 18.8 ％

午前 35.0 ％ 午後 41.9 ％ 夜間 23.1 ％ 合計 33.3 ％

名称 小会議室Ｂ 平日 40.1 ％ 土日祝 21.7 ％

午前 36.0 ％ 午後 46.5 ％ 夜間 17.5 ％ 合計 33.3 ％

名称 視聴覚室 平日 10.1 ％ 土日祝 17.3 ％

午前 14.2 ％ 午後 16.8 ％ 夜間 7.3 ％ 合計 12.8 ％

名称 和室 平日 27.9 ％ 28.0 ％

午前 30.0 ％ 午後 41.6 ％ 夜間

名称 調理室 平日 9.8 ％

土日祝

％ 夜間

12.2 ％ 合計 27.9

自己評価・
特記事項等

土日祝 10.1 ％

午前 15.2 ％ 午後 12.2 2.3 ％ 合計 9.9 ％

％
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分野別施設一覧

人口
（人）

面積

（km2）

1 千代田公民館 上佐谷９９１－５ Ｓ５３．１１ 27,300 48.50

2

3

4

5

6

7

施設
番号

名称 所在地 建築年月

対象

位置図

(市立のほか国立、都道府県立、民間の類似施設も記載)
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1 千代田公民館

2

3

4

5

6

7

17,2351 千代田公民館

施設
番号

管理手法

直営・一部
委託

委託・指定先

13,863

名称
24年度 23年度

敷地面積
（㎡）

総面積
（㎡）

施設管理体制建設
・取得費
（千円）

13,8502,579 400,348

2

3

4

5

6

7

維持管理費（千円） 活動実績

160160

団体数 利用件数 延利用者数

1,200 14,442

登録サークル数

施設
番号

名称
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